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1　本書は、平成18年度に実施した都市計画道路一重山線改良工事に伴う屋代遺跡群城ノ内遺跡の発

掘調査報告書である。

2　調査は、千田市教育委員会が実施した。

3　本書の執筆・編集は寺島がおこなった。

4　本書掲載の遺構及び遺物の縮尺は下記のとおりである。

遺構図　　竪穴住居跡=1 :60　　掘立柱建物跡二1 :60

土坑=1 :20　　溝跡=1 :60

遺物図　　土器・陶器=1 :4　　土器拓本=1 :3　　石器=1 : 1 ・ 1 :2

玉類=1 : 1　銭貨=1 : 1

5　本文中の遺物実測図の表現方法は下記のとおりである。

土師器　　断　　面=　十　　1　　黒色処理二　間

須恵器　　断　　面二

陶　　器　　断　　面=

6　竪穴住居跡内における、炭化物・焼土の散布範囲は、網かけにより表現した。

7　本文中の図版の座標値及び方位は、平面直角座標系第Ⅷ系で示している。

8　調査によって出土した遺物のほか、実測図及び写真等発掘調査に関するすべての資料は、千曲市

教育委員会で保管している。



例言

目次

第1章

第1節

第2節

第3節

第4節

第2章

第3章

第1節

第2節

第3節

第4節

第4章

写真図版

調査概要……………………………………………………………………………1

調査に至る経過……………………………………………………………………1

調査の方法………………………………………………………………………‥4

基本層序…………………………………………………………………………・5

調査日誌…………………………………………………………………………・6

遺跡の環境…………………………………………………………………………・8

遺構と遺物…………………………………………………………………………・16

弥生時代…………………………………………………………………………・16

竪穴住居跡

土坑

古墳時代…………………………………………………………………………・19

竪穴住居跡

土坑

溝跡

奈良・平安時代……………………………………………………………………38

竪穴住居跡

掘立柱建物跡

土坑

溝跡

中世………………………………………………………………………………53

土坑

溝跡

まとめ………………………………………………………………………………74

報告書抄録

奥付



第1章　調査概要

第1節　調査に至る経過

都市計画道路一重山線は、国道18号から屋代工業団地を抜け``屋代田んぼ　と呼ばれる広大な水田

地帯を縦断し、有明山から舌状に伸びる一重山を越えたのち再び国道18号に合流する道路として計画

されているが、事業規模が大きく、また計画路線の多くが新規建設の道路となることから事業は進ん

でおらず、一部が工事着手されているに過ぎない。路線は当該地に広がる埋蔵文化財包蔵地を貫く形

で計画されており、特に屋代遺跡群や更埴条里水田址といった千田市内屈指の規模を誇る大道跡地帯

を通過するため、工事に先立って記録保存を目的とした発掘調査による遺跡の保護が必要となる。

一重山線改良工事に伴う発掘調査は平成4年度から開始され、国道18号から屋代工業団地へと向か

う既存道路の拡幅箇所から着手された。工事の主体は道路両側を約5m拡幅するもので、歩道を含め

た道路幅は20mとなる。

工事は、屋代工業団地部分と、県道白石千曲線から県立歴史館前を通り一重山へ抜ける部分に分か

れて発注され、前者は屋代遺跡群城ノ内遺跡、後者は更埴条里水田址と屋代清水遺跡の範囲内にそれ

ぞれ入っている。平成4年度から7年度にかけて実施したのち平成14年度に再開となったが、平成15

年度をもって事業は再び中断した。

第1表　平成4年度一15年度実施の都市計画道路一重山線改良に伴う発掘調査概要

調査年度 �+(ﾛ葦ｨｭB�面積 �)�Ykﾂ�検出遺構 

平成4年度 兌ﾙ�ﾃID緝ﾈ���8ﾘ�ｳ以�#Y?｢�300誼 ���6ﾙ>��)�R�竪穴住居4 

平成5年度 兌ﾙ�ﾃiD��ﾈ�#i?ｨ璽(ﾈ繪?｢�350壷 ���6ﾙ>��)�R�竪穴住居9・溝3 

平成6年度 兌ﾙ�ﾃiD紿ﾈ��?ｨ璽Hﾈ��9?｢�100誼 俔��ｸ��z)�Y69ｪﾂ�溝1 

平成7年度 兌ﾙ�ﾃ吋�8ﾈ綛8ﾘ�ｳ8ﾈ���?｢�350誼 ���6ﾙ>��)�R�竪穴住居8・土坑2・溝2 

平成14年度 兌ﾙ�ﾃ�ID纔ﾈ��y?ｨ-c��ﾈ��y?｢�100壷 ���9�I�X�)�R�土坑29・ピット34・溝3 

平成15年度 兌ﾙ�ﾃ�YD緝ﾈ�#i?ｨ璽xﾈ���?｢�200誼 ���6ﾙ>��)�R�竪穴住居12・土坑16・溝2 

平成17年11月17日に実施した公共事業に伴う埋蔵文化財保護協議において、千田市建設部都市計画

課から一重山線改良事業を平成18年度に再開するとの話しがあった。

今回の事業箇所は、平成7年度調査地点から国道403号土日バイパス接続付近までの220m区間で、

事業面積は約4,400品こおよぶ。これまで実施された事業面積を上回る規模となり、遺構密集度から

も長期間の発掘調査が必要となることが予想されたことから、十分な調査期間の確保を依頼した。

平成18年4月20日に法第94条に基づく通知書が提出された。事業面積約4,400誼の内、既存道路部

分約2,900壷については発掘調査もしくは工事立会調査が実施されているため、この部分を調査対象

から除外した残り約1,500誼について、記録保存を目的とした発掘調査を実施することとした。

発掘調査は平成18年5月8日に着手し、現道を挟んだ東西に分かれる形で進められ、隣接する工場

への出入口など掘削できない箇所があったことから最終的な調査面積は1,100壷となり、 9月5日に

終了した。その後、出入口等により発掘調査できなかった部分の試掘調査と立会調査を10月18日・ 30

=　和漢∃



日・ 11月21日に、下水道埋設及び舗装工事に伴う立会調査を11月24日・27日に実施し、現場における

すべての調査を終了した。実質の調査日数は68日間である。

平成4年度に発掘調査を開始して以来、僅か250mほどの区間の調査完了までに、実に15年という

長い年月を要することとなった。

1　調査遺跡名

2　所　在　地

3　土地所有者

4　調査原因

5　事業主体者

6　調査の内容

7　調査期間

8　調査費用

屋代遺跡群　城ノ内遺跡(千曲市遺跡台帳No.31-7　　調査記号SRN9)

千田市大字屋代1343番地5　ほか

千田市長

都市計画道路一重山線改良工事

千田市長　宮坂博敏(一平成19年10月4日)

近藤清一郎(平成19年10月5ロー平成24年10月17日)

千曲市長職務代理者　副市長　瀧澤嘉市(平成24年9月3日一11月10日)

千田市長　岡田昭雄(平成24年11月11日へ)

発掘調査　　調査面積1,100壷

発掘調査　　平成18年5月8日一11月27日

発掘調査

整理調査

平成18年度　6,013,238円

平成19年度　　664,235円

平成20年度　　799,435円

平成24年度　952,372円

9　調査体制　　千田市教育委員会　　教育長　安西嗣宜(一平成23年12月3日)

吉川弘義(平成23年12月5日へ)

教育部長　塚田保隆(へ平成20年度)

高松雄一(平成21年度一22年度)

小池洋一(平成23年度)

緑川　茂(平成24年度)

文化課長　金井幸一(平成18年度)

小林修二(平成19年度へ20年度)

生涯学轍化繊　小池洋一(平成21年度)

小泉義和(平成22年度)

武田清志(平成23年度)

難航ン戸願　矢島宏雄(平成24年度)

文化財係長　矢島宏雄(へ平成23年度)

翠川泰弘(平成24年度)

文化財係　小野紀男(一平成20年度)

寺島孝典(調査担当)

荒井紀彦(平成21年度)

翠川泰弘(平成22年度一23年度)

久保紀明(平成23年度)

永井洋一(平成24年度)
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調査参加者　　発掘調査　小林直文・高野貞子・竹之内常秋・中村文恵・間鴨今朝雄

宮澤満希男・柳沢君雄・米沢須美子

整理調査

10　種別・時期　　集落跡

11検出遺構　　弥生時代

古墳時代

大硲美代子・田中富子・米沢須美子

弥生時代一中世

竪穴住居跡1棟・土坑1基

竪穴住居跡26棟・土坑7基・溝跡6基

奈良・平安時代

中　　世

時期不明

12　出土遺物　　弥生時代一中世

竪穴住居跡26棟・掘立柱建物跡2棟・土坑19基・溝跡4基

土坑41基・溝跡5基

ピット46基

土器・陶器・石器・玉類・銭貨　　遺物整理コンテナ40箱
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第1図　調査地位置図(1 :20,000)
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第2節　調査の方法

1　調査区の分割

今回の調査は南北に走る既設道路の両側を拡幅するものであったため、調査区は東西に分かれてい

る。原則、掘削土の搬出はおこなわないものとして調査予定地内に仮置き場を設けたことから、一貫

した調査をすることができず、それぞれ調査区を分割して進めることとした。

束調査区は北側から調査を実施し3分割したことから、調査区名を束1区・束2区・束3区とした。

束1区では調査工程の関係から調査区を南北に分割している。

西調査区は南側から調査を実施し、こちらも3分割したことから、調査区名は南側から西1区・西

2区・西3区とし、西2区では調査工程の関係から南北に調査区を分割している。なお、西1区は屋

代遺跡群松ケ崎遺跡の範囲内となる。

2　遺構検出

当該地は過去の調査事例等から地表下80cmほどで遺物包含層が確認でき、地表下約1 mで遺構確認

面となる黄褐色シルト質土が検出できる。このため、表土はバックホー(0.45亜)を援用して掘削し、

遺物包含層から下層を手作業により掘り下げ、遺構検出することを基本としたが、束1区では撹乱土

壌が広範囲に広がっており、遺物包含層が確認できない部分が多かったことから、東1区の一部は遺

構確認面までバックホーによる掘削をおこなった。

弥生時代から中世に至る遺構が検出できることから、厳密には複数の遺構確認面が設定されるべき

であるが、遺物包含層内で遺構を明確に検出することは困難なため、中世に比定される遺構を除き、

先述した遺構確認面において遺構検出をおこなった。

西1区では上層に中世遺構確認面が設けられ、その下層に平安時代遺構が検出できたことから、二

面の調査を実施している。

なお、隣接地での大規模調査(上信越自動車道建設等)において、下層部で縄文時代の遺構が調査

されているため今回の調査地点においても検出される可能性はあったが、調査幅が最大で4mほどし

か確保できないことから、下層部の調査は危険と判断し、遺構調査は実施していない。

3　遺構番号の付与

検出された遺構は竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、溝跡、ピットと多岐におよぶ。

一辺3m以上を測り、主に方形を呈する遺構を竪穴住居跡とし、基本的に調査に着手した順番で遺

構番号を付した。竪穴住居跡が重複している箇所では、調査着手前に先行してトレンチ調査を実施し、

断面観察や出土遺物で新旧関係を把握した。

竪穴住居跡については、一旦遺構番号を付したが、整理調査の途上で複数の竪穴住居跡が同一の遺

構であったり、竪穴住居跡とはならなかったりしたものもあったため、遺構を統合・変更した結果、

14号・ 15号・ 16号・ 29号の各住居跡は欠番となっている。

規模が同程度の土坑が規則的に配置されるものを掘立柱建物跡とし、主に単独の、直径50c皿を超え

る円形を呈する遺構や平面形が不整形で竪穴住居跡とは区別できる遺構、出土遺物のあったものを土

坑とした。直径が50cm以下、もしくは出土遺物のなかった遺構はビットとして扱い、遺構番号は付し

ていない。溝跡について、東西の調査区に検出され、明らかに同一の溝跡として認識できるものにつ

いては同じ遺構名を付した。
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4　遺構の記録

検出された遺構については、平面図及び断面図、写真撮影により記録した。

平面図は、調査区内に任意の測量点を設定し、これを基準点として1/20で作成した。基準点測量

については業者に委託し、座標及び標高を求めている。

各遺構の土層断面図については、必要に応じて作図した。

写真は、 35皿の白黒とカラーリバーサルで撮影した。

5　整理調査

整理調査に伴う作業は平成19年度より開始した。各年度の作業内容は以下のとおりである。

平成19年度　出土遺物の洗浄・注記・接合作業。写真整理作業。

遺構ごとに取り上げた日付や出土位置等を記した台帳を作成し、遺物の整理作業を実施した。

平成20年度　遺物実測・復元作業。

遺物実測作業終了後、必要なものについて復元作業を実施した。

平成21年度　遺構図整理。

発掘調査現場において作成した遺構図を整理し、 1 /100縮尺の全体図を作成した。

平成22年度　遺構図第二原図作成。遺物図・遺構図浄書。

遺構図第二原図は、 1/30で作成した。遺物図浄書は原寸にておこなった。

平成23年度　報告書作成。

報告書掲載の図版等を作成し、本文執筆をおこなった。

平成24年度　報告書作成。印刷製本。刊行。

報告書掲載の図版等を作成し、本文執筆、遺物写真の撮影をおこなった。

第3節　基本層序

城ノ内遺跡近辺では過去に多くの発掘調査

が実施されており、地表下のどの程度で遺物

包含層が確認できるとかという情報を調査前

から知ることができる。

当該地は、概ね地表下80c皿前後で黒褐色を

基本とする遺物包含層(第Ⅲ層)が確認でき、

その下層に遺構確認の目安となる黄褐色シル

ト質土(第Ⅳ層)が存在する。遺構のすべて

は、この第Ⅳ層を掘り込んで構築されている。

第I層は造成土で、現地国の状況によって

内容は異なる。第Ⅱ層は褐色を呈する砂質土

353,40m

盛土

Ⅳ
(東①区)

第2図　基本土層(1 :40)

で遺物は含まれない。西1区では第Ⅱ層と第Ⅲ層の間に僅かに灰褐色砂質土の堆積が認められ、仁和

4年の千曲川洪水によりもたらされた砂である可能性が高い。

なお、中世遺構が調査区全域にわたって検出されているが、中世に相当する遺物包含層は今回の調

査地点では確認できていない。
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第4節　調査日誌

【平成18年】

5月8日(月)

5月9日(火)

5月10日(水)

5月11日(木)

5月12日(金)

5月15日(月)

5月17日(水)

5月19目(金)

5月22日(月)

5月23日(火)

5月24日(水)

5月25日(木)

5月26日(金)

5月29日(月)

5月30日(火)

5月31日(水)

6月1日(木)

6月2日(金)

6月5日(月)

6月6日(火)

6月7日(水)

6月8日(木)

6月12日(月)

6月14日(水)

6月16日(金)

発掘機材・プレハブ・トイレ搬入。

バックホーによる表土掘削(束1区)。

遺構検出作業(へ5月22目)。広範囲に撹

乱が認められる。

1号住居跡・ 2号住居跡・ 1号土坑・ 1号

溝跡検出、調査。

1号住居跡写真撮影。遣物取り上げ。

3号住居跡調査。

3号住居跡写真撮影。 2号住居跡調査。

4号へ6号住居跡調査。

5号住居跡写真撮影。 6号住居跡遺物出土

状況写真撮影。平面図作成(へ5月22日)。

4号・ 6号住居跡写真撮影。

2号住居跡柱穴内から「Ⅵ」と善かれだ石

と「藤井」と書かれた軍手が出土する(紛

失)。

7号住居跡調査。

撹乱部トレンチ調査。 「1960.8/15教育大」

と書かれた石が出土する。

基準点測量。束1北区調査終了。

束1北区埋め戻し。束1南区表土掘削。遺

構検出作業。各遺構調査開始(へ6月15目)。

10号住居跡調査。

13号住居跡調査。

13号住居跡写真撮影。

6号へ9号住居跡調査。

7号一9号住居跡写真撮影。

10号住居跡写真撮影。

各遺構平面図作成(へ6月15日)。

11号・ 12号住居跡調査。

11号住居跡から勾玉と管玉が出土する。

11号住居跡から臼玉が出土する。

1号・ 2号掘立柱建物跡、 17号住居跡調査。

束2区掘削・遺構検出作業。東1南区全体

写真撮影。

基準点測量(2回目)。

18号・ 19号住居跡調査。

3号溝跡調査。中世居館の堀跡となる。

東2区調査終了。

バックホーによる表工掘削(束1区)

遺構調査作業(束1区)
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6月20日(火)

6月26日(月)

6月27日(火)

6月29口(木)

7月6日(木)

7月10日(月)

7月20日(木)

7月26日(水)

7月28日(金)

7月31日(月)

8月1日(火)

8月4口(金)

8月7日(月)

8月9日(水)

8月11日(金)

8月18日(金)

8月21日(月)

8月22目(火)

8月28日(月)

8月29日(火)

8月30日(水)

8月31日(木)

9月1日(金)

9月4日(月)

9月5口(火)

10月18日へ

11月27日(月)

束3区表土掘削。遺構検出作業。

各遺構及び全体写真撮影。平面図作成。

束3区調査終了。束調査区をすべて終了。

西1区表土掘削。遺構検出作業。中世土塊

が多く検出される。

各遺構写真撮影・平面図作成。

下層遺構調査。平安時代住居跡検出。

大雨により調査区水没。終日排水作業。

西1区調査終了。

西1区埋め戻し、西2区表土掘削。

遺構検出作業(へ8月2日)。

各遺構調査(一8月3日)。

各遺構及び全体写真撮影。平面図作成。西

2区調査終了。

西2区埋め戻し。西3区表土掘削。

遺構検出作業(一8月17日)。各遺構調査

開始(-8月21日)。

36号・ 39号・ 40号住居跡写真撮影。

全体写真撮影。

平面図作成。西3南区調査終了。

西3北区表土掘削。遺構検出(へ8月28日)。

43号・ 44号写真撮影。

平面図作成(へ9月4日)。

51号・ 52号住居跡写真撮影。

47号住居跡から臼玉が出土する。

46号・ 50号住居跡写真撮影。

12号溝跡(中世居館の堀跡)調査。 47号へ

49号住居跡写真撮影。

71号土坑調査。弥生時代の壷が出土。

12号溝跡断面図作成。西3北区調査終了。

発掘機材・プレハブ・トイレ撤収。

本日をもって、現場における発掘作業を終

了する。

試掘・工事立会調査を実施(計5回)。

当該事業に伴うすべての調査を終了する。

遺構調査作業(束3区)

遺構検出作業(西2区)

遺構検出作業(西3区)
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第2章　遺跡の環境

屋代遺跡群は、千田市の北端、千曲川を境に長野市と接する位置に存在している。千曲川の氾濫に

より形成された、東西約3km、南北約1kmの帯状に展開する自然堤防上に立地しており、縄文時代

から中世に至る多くの埋蔵文化財が包蔵されている。屋代遺跡群の南一帯は後背湿地となる場所で、

ここには更埴条里水田址が展開し、千田市内でも有数の大遺跡群地帯となる。

城ノ内遺跡は屋代遺跡群の中央付近に位置し、開発行為等に伴い記録保存を目的とした多くの緊急

発掘調査が実施され、弥生時代から平安時代の集落跡や中世居館を想定する遺構などが検出されてい

る。隣接する荒井遺跡や松ケ崎遺跡、大境遺跡、町浦遺跡などでもこれまでに数多くの発掘調査が実

施されてきており、これらの調査成果を含めると、広い範囲に各時代にわたり連綿と集落が営まれて

いたことが明らかとなっている。

これまでに城ノ内遺跡として実施された発掘調査は、分かっているだけで16地点を数える。同じ遺

跡内を複数の開発等によって調査していることから、それぞれの調査を区別するために遺跡名の末尾

に枝番を用いているが、その枝番もアラビア数字や算用数字、アルファベットが使用されるなど統一

性を欠いている。枝番が重複する発掘調査も2地点存在しているほか、調査地点が明確でない調査も

何件かある。

ここでは、これまでに実施された城ノ内遺跡の調査で、地点や内容が判明しているものについて列

記し、遺跡の環境とする。なお、以下に示した遺跡名及び末尾にある数字は、各調査で付された遺跡

名または報告書名等をそのまま使用したものである。

城の内

昭和32年から4年間にわたって東京教育大学(現筑波大学)により実施された学術発掘調査で、

古墳時代を中心に19棟の竪穴住居跡が検出されている。

なお、当該調査は正確な調査地点が不明であったが、今回の発掘調査において当時の調査地点を

特定することができた。このことについては第4章で説明する。

文献:更埴市教育委員会1961 『城の内一信州千曲河岸の土師式集落遺跡の研究』

城ノ内遺跡

昭和43年度に開始された土取り工事の際に多量の遺物が出土したことから、更埴市教育委員会を

調査主体者として急遽実施された発掘調査である。古墳時代の竪穴住居跡のほか、中世土城塞や火

葬墓など多くの遺構が調査されている。

文献:笹津　浩・岡田正彦1969 「更埴市城ノ内遺跡」 『信濃考古』肌27　長野県考古学会

城ノ内遺跡Ⅱ (調査記号　SRC)

千代田製作所㈱ (現サクラ精機㈱)工場建設に伴い昭和62年度に調査された。基礎建設部分をト

レンチ状に約200誼を調査し、古墳時代の竪穴住居跡18棟を検出している。

文献:更埴市教育委員会・更埴市遺跡調査会1989 『屋代遺跡群　城ノ内遺跡Ⅱ ・大境遺跡Ⅲ』

城ノ内遺跡Ⅲ (調査記号　SRN)

長野電子工業㈱工場建設に伴い平成元年度から2年度にかけて約500誼の調査を実施している。
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調査では弥生時代中期1棟、古墳時代2棟、平安時代5棟の竪穴住居跡が検出されているほか、弥

生時代の土塊からは中期初頭に比定される人面付壷型土器の口縁部破片が出土している。

文献:更埴市教育委員会1991 『屋代遺跡群　城ノ内遺跡Ⅲ ・荒井遺跡Ⅱ』

城ノ内遺跡2 (調査記号　SRN2)

都市計画道路一重山線道路改良工事(以後「一重山線改良工事」とする。)に伴い平成4年度に

調査が実施されている。調査面積は約300露を測り、古墳時代の竪穴住居跡4棟を検出している。

城ノ内遺跡3 (調査記号　SRN3)

前年度に引き続き一重山線改良工事に伴い平成5年度に実施された調査で、約350壷の発掘調査

を実施している。調査では古墳時代の竪穴住居跡9棟と溝跡3基を確認している。

城ノ内遺跡Ⅳ (調査記号　SRN4)

平成7年度に長野電子工業㈱の工場建設に伴い約150正の調査が実施されている。

調査地点は一重山線に隣接する箇所で、調査範囲内の多くが既に破壊を受けていたが、古墳時代

を中心に竪穴住居跡12棟などが検出されている。

文献:更埴市教育委員会1996 『屋代遺跡群　城ノ内遺跡Ⅳ』

城ノ内遺跡5 (調査記号　SRN5)

平成7年度に実施された一重山線改良工事に伴う発掘調査である。約350露の調査がおこなわれ、

古墳時代の竪穴住居跡8棟のほか土塊と溝跡がそれぞれ2基ずつ検出されている。

城ノ内遺跡6 (調査記号　SRN6)

長野電子工業㈱工場建設に伴い平成14年度に調査を実施した。面積約200壷の調査で、古墳時代

1棟、平安時代7棟の竪穴住居跡が検出されている。

この他、柱痕の確認できる大きさ1m前後の方形の土坑が検出されており、その規模から比較的

大型の掘立柱建物が築かれていたものと考えられる。また、遺構からの出土ではないが弥生時代中

期の遺物も多く出土している。

文献:更埴市教育委員会　2003 『平成14年度　更埴市埋蔵文化財調査報告書』

城ノ内遺跡7 (調査記号　SRN7)

一重山線改良工事に伴い平成15年度に約200誼の調査を実施している。

調査では、古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡12棟のほか、土坑16基、溝跡2基、ピッ

ト2基を検出している。

文献:千田市教育委員会　2004 『平成15年度　更埴市埋蔵文化財調査報告書』

城ノ内遺跡(調査記号　SRNO)

長野電子工業㈱のオイルタンク移設工事に伴い平成17年度に約70誼の調査を実施した。

この工事は、既設のオイルタンクが一重山線改良工事計画路線内に設置されていたため移設する

ものであった。

移設箇所は、以前工場が建設されていた地点で、地表下40cmから厚さ20cmほどのコンクリート基

礎が全面にわたって確認され、さらに基礎下には採石50cmと地盤改良とみられる掘削が2m以上認

められた。周辺の調査状況から多くの遺構が検出される可能性もあったが、遺跡は既に破壊された

状態であった。

文献:千曲市教育委員会　2007 『平成17年度　千曲市埋蔵文化財調査報告書』
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城ノ内遺跡8 (調査記号　SRN8)

長野電子工業㈱の工場増築に伴い平成18年度に実施された調査である。

約120誼の調査で、破壊を受けている箇所が多くあったが、古墳時代1棟、平安時代4棟の竪穴

住居跡が検出されている。

文献:千曲市教育委員会　2007 『屋代遺跡群　城ノ内遺跡8』

城ノ内遺跡9 (調査記号　SRN9)

平成18年度に実施した本書所収の調査地点である。

城ノ内遺跡10 (調査記号　SRN「O)

平成18年度に長野電子工業㈱の工場増築に伴い約380誼の調査を実施し、平安時代の竪穴住居跡

7棟のほか、弥生時代中期や古墳時代の溝跡が検出されている。

調査区中央には幅約7m、深さ3m以上を測り、北側に高さ40cm程の土塁状の盛土を伴う溝跡が

検出され、その様相や規模などから中世居館の堀跡となると思われる。この堀跡はさらに東西方向

へ延長しており、非常に規模の大きい、長大な堀跡となることが予想される。

文献:千曲市教育委員会　2008 『屋代遺跡群　城ノ内遺跡10・荒井遺跡6』
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第3図　調査地周辺の遺跡分布(1 :5,000)
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土=土坑

清二溝跡
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第4図　全体図① (1:200)
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第5図　全体図② (1:200)
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第7図　全体図④ (1:200)
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第8図　全体図⑤ (1:200)
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第3章　遺構と遺物

第1節　弥生時代

1号住居跡

調査区:束1区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向: N-290-W　覆土:暗灰褐色シルト

床面:堅緻　柱穴:2基

炉:住居中央付近に地床炉

調査状況:北及び東側が調査区外により調査でき

ていないため全体の様子は判然としないが3m前

後の方形住居となる。住居中央付近に地床炉を設

け、床面は全体において堅緻であるが、炉の周囲

は特に硬化している。柱穴は範囲内では2基確認

され、方形配列となるものと思われる。

遺物は炉の周りの床面上から比較的まとまった

状態で出土している。

出土遺物には壷(1へ3)、聾(4へ7)、鉢(8)

のほか、石器(9へ13)が出土している。

第9図　1号住居跡(1 :60)

1は口縁端部と口綾部に縄文を施し、ヘラ状工具による刺突がある。頚部は縄文施文ののち、沈線

による直線文と山形文が施文される。 2は胴部が大きく張り出す器形となるが口縁部と底部を失って

いるため全体の様子は不明である。胴部上半には縄文を施文したのち、沈線により区画された内部に

重山形文を施している。胴部には突帯が巡り、突端に縄文を施文したのちにキザミを施す。頚部には

孔が穿たれ2ケ一対になるものと思われる。 3は大型の壷で胴部上半にのみ文様がある。幅が太く浅

い沈線と刺突文の間を櫛描直線文で埋めている。内面は丁寧なハケにより整形されている。 4-7は

胴部に櫛描羽状文が施文されており刺突文が巡る。いずれも胴部に最大径をもち、 4 ・ 5 ・ 7は口縁

部に縄文が施され、 7のみ波状口縁となる。 6は頚部の括れがはっきりせず寸胴な形態となる。口縁

部も横ナデのみで縄文は施されない。 8は沈線文を主体に施文された鉢で、頚部に直線文、胴部に波

状沈線をそれぞれ施文し刺突も加わる。また、波状沈線の最上部にはボタンが貼付され、 8区画され

ているものと思われる。

石器は、石包丁3点(9へ11)と石鉄2点(12・13)が出土している。

10は頁岩製で2つの穿孔を持ち、両面及び刃部に研磨痕がみられる。一部に欠損がみられるがほぼ

完形で、比較的多用されたのか表面や刃部の磨耗が著しい。床面に潰れた状態で出土した壷(3)と

一緒に折り重なるように出土したが、壷の内部に納められたいたものかどうかは不明である。 11は粘

板岩製で全面に研磨痕がみられ刃部も丁寧に作り出されている。穿孔がなく製作途上とみることもで

きるが十分に使用可能なものである。 12 ・ 13は黒曜石製の打製石鉄で、 12は基部を欠損する。

ー16-
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第10図　1号住居跡出土遺物(1へ8二1 :4　9へ11二1 ‥2 12・13=1 : 1)
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71号土坑(西3区)

直径75cm、深さ28cmを測る円形土坑で、 46号住居跡に一部を

破壊されている。覆土は、やや粘りのある明黄褐色のシルト質

を呈し、僅かに炭化物を含んでいる。

覆土の様相が、遺構確認面として設定している土の色調や土

質と非常に良く似ているためその区別が付かず、遺構検出作業

時に遺物の出土がなければ当該遺構の存在に気が付かない可能

性が高かった。

出土遺物には壷(1 ・21)と嚢(2-20)がある。

1は頚部が袋状に膨らみ、胴部は大きく張り出す器形となる。

頚部は縄文施文ののち、重菱文が施文される。胴部は沈線より

直線文あるいは変形工字文などを施文したのちに縄文を充填し　　第11図　71号土坑(1 : 20)

ている。沈線文などの施文部分に赤色顔料が付着した痕跡が僅かに認められるため、表面には赤色塗

彩が施されていた可能性がある。

2へ20は同一個体であるが接合する破片は少ない。 2と3が口縁部破片で、端部にはキザミが施さ

れ、上半部分は縦方向に3本単位による櫛描直線文を施文し2ケ一対の刺突により区画をしている。

この刺突は胴部付近では横方向に区画し下半部分は羽状文を施文している。また、口綾部付近には穿

孔された部分も見受けられる。なお、図化はできなかったが底部付近の破片も存在する。

・イ　　　　　　一㌦∴

ふ　　　　　　　　く

へ　しや′　ノ

/ ¥メソ

I　ノ

田園　。

/● .

/　　ノ　　ー●

イ書、-　.{

言、∴ノ言二、　-〕/
′/′ 、　’へ　、　‾へ∴ /〆

㌧　ヽ 、一㌦　　書、、/㌦′基/

′ ←叫へヽ

ナノ

10cm
!　　音　臆臆、　,　　　　　:

第12図　71号土坑出土遺物(1二1:4　2へ21=1:3)
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第2節　古墳時代

2号住居跡

調査区:束1区

規模: 4.6mx4.8m

平面形:隅丸方形

主軸方向: N-370-W

覆土:暗褐色シルト

床面:堅緻　柱穴:3基

カマド:北壁中央

調査状況:西側が調査区外

により調査できていない。

1号溝と重複関係にあ

り、 1号溝を破壊して構築

している。覆土は暗い褐色

系のシルト質土を基本とす

るが、黄褐色シルト質土が

僅かに混入し、焼土プロツ 第13図　2号住居跡(1 :60)

クや粘土ブロックが混在した覆土となる。

遺物は小破片が僅かに出土したのみで、図化できるものはなかった。住居束隅付近で検出された柱

穴内から、 「藤井」と書かれた軍手と「Ⅵ」と書かれた縦10cmほどの河原石が、重なるようにして出

土している。

3号住居跡

調査区:束1区

規模:不明　平面形:方形

主軸方向:不明

覆土:暗褐色シルト

床面:堅緻　柱穴:未検出

カマド:未検出

調査状況:調査区内におい

て全体を検出できていない

が、比較的大きな方形住居

跡となり、 7号住居跡を破

壊して構築されている。

2号住居跡と同様の覆土

で、北西壁は焼失を受けた 第14図　3号住居跡(1 :60)

ように硬化・変色している部分が確認できるが、住居自体に焼失を受けた痕跡は認められない。

遺物は小破片が僅かに出土したのみで、図化できるものはなかった。

- 19鵜



4号住居跡

調査区:束1区　規模:3.7mx3.7m

平面形:方形　主軸方向:N-380-W

覆土:暗褐色シルト　床面:堅緻

柱穴:未検出　カマド:西壁やや北より

調査状況: 7号住居跡を破壊して構築してい

る。北西壁中央付近にカマド検出され、その

壁際にピットが検出されている。

出土遺物には杯(1・2・6へ10)、鉢(3)、

襲(4・5)、高杯(11)がある。

杯のうち1 ・2・7は内面が黒色処理され、

そのほかはミガキのみである。

●

第15図　4号住居跡(1 :60)

第16図　4号住居跡出土遺物(1 : 4)

5号住居跡

調査区:束1区

規模:不明　平面形:方形

主軸方向:不明

覆土:暗褐色シルト　床面:軟弱

柱穴:未検出　カマド:未検出

出土遺物には壷(1)と高杯(2)

がある。 1は丁寧に磨かれ、 2は

内面が黒色処理される。 第17図　5号住居跡(1 :60)及び出土遺物(1 :4)

-20鵜
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6号住居跡

調査区:束1区　規模:不明

平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱

覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出

カマド:未検出

調査状況: 9号住居跡と重複関

係にある。北壁際に出入口施設

の掘り込みが検出されている。

出土遺物には壷(1 ・ 4・ 第18図　6号住居跡(1 :60)

16)、聾(2・3)、鉢(5へ7)、杯(8へ15)、蓋(17)、高杯(18・19)がある。

1は丁寧なミガキが施され、口綾部は僅かに内湾する。 3の口綾部は弱い有段となる。杯は12のみ

内面に黒色処理が施されている。 19の杯部内面は黒色処理され「×」の線刻がある。

第19図　6号住居跡出土遺物(1 : 4)

-21 -



7号住居跡

調査区:束1区　規模:4.4mx-

平面形:方形　主軸方向:N-200-W

床面:軟弱　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況: 3号・ 4号住居跡と重複関係にあり、

双方の住居により破壊を受けている。また、住

居中央部分に中世の溝跡が床面を破壊して構築

されている。

出土遺物には壷(1 ・3・11)、聾(2)、杯

(4へ6)、甑(7)、高杯(8)、ミニチュア土

器(12)と、須恵器の蓋(9)、魅(10)がある。

この他臼玉2点(13・14)が出土している。

1は口縁部に面取りを施し、口綾部は強い横

ナデにより整形している。内面は輪積痕が残る。 第20図　7号住居跡(1 :60)

3は口縁部内面のみ黒色処理がされ、全面に丁寧なミガキが施されている。 7は底部が穿孔された甑

である。 10は小破片であり判然とはしないが、 4本単位の櫛描波状文を施文する魅の口綾部と考えら

れ、内外面ともに自然粕が付若している。 12はミニチュア土器とみられ、底部が3cm-3.6cmの楕円

形を呈する。床面から出土した臼玉2点は、いずれも滑石製で表面に研磨痕が残る。

¥‾‾‾‾‥-「　-‾‾　フグ

¥　　　-　　(’I

●
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第21図　7号住居跡出土遺物(1へ12=1 :4 13・14=1 : 1)
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8号住居跡

調査区:束1区

規模: -×5.3m

平面形:方形

主軸方向:不明　床面:堅緻

覆土:暗褐色シルト

柱穴: 1基　カマド:未検出

調査状況:覆土は2号住居跡

などと同様に一度掘り返され

たような土であった。そのた

め検出も不鮮明で、特に南壁

付近は明確な検出ができてい

ない。

出土遺物には小型丸底(1)、壷(2)、高

杯(3)がある。

1の口綾部は強いヨコナデがされ、残りは

ナデにより整形されている。 2は壷の胴部と

みられ、外面はハケ、内面はナデにより整形

される。 3は丁寧なミガキが施され脚端部は

僅かに反り返る。杯部は欠損している。

9号住居跡

調査区:束1区　規模:5.4mx-

平面形:方形　主軸方向:N-30-W

床面:堅緻　覆土:暗褐色シルト

柱穴: 1基　カマド:未検出

調査状況: 7号・ 8号住居跡と重複関係にあ

り、それぞれの住居の破壊を受けている。南

壁から東壁にかけて壁溝があり、東壁の中央

付近で住居内部に間仕切溝状に屈曲して伸び

ている。また、南壁中央付近には出入口施設

と思われるピットが検出されている。床面の

数箇所に被熱によるとみられる赤く変色した

場所が確認されている。

出土遺物には壷(1)、鉢(2)、襲(3・

4・7)、杯、 (5)、小型丸底(6)、高杯(8

へ11)がある。

第22図　8号住居跡(1 :60)

アブ

二
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第23図　8号住居跡出土遺物(1 : 4)

第24図　9号住居跡(1 :60)

1は白線端部に面取りがされ有段口縁となる。全体にミガキが施されている。 4は内外面ともにハ

ケにより整形され、外面は胴部付近のみにヘラケズリがされる。

-23-
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第25図　9号住居跡出土遺物(1 : 4)

1 0号住居跡

調査区:束1区　規模:5.3mx鵜

平面形:方形　主軸方向:N-150-W

床面:堅緻　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:北壁

調査状況:平安時代の12号住居跡、古墳時代

の13号住居跡、中世の2号土坑と重複関係に

あり、 12号住居跡と2号土坑に北隅壁を破壊

されている。カマド付近には多量の炭化物が

堆積し広範囲に散布している。カマド内部か

ら多くの土器が出土した。

出土遺物には壷(1へ5)、小型丸底(6

へ8)、聾(9へ15)、甑(16)、鉢(17)、杯

(18へ19)、蓋(20)、高杯(21へ30)がある。

1へ3は口縁端部が面取りされ、 2 ・ 3は

有段となる。 1の胴部内面は板ナデによる条 第26図10号住居跡(1 :60)

線がみられる。 11の口縁部は大きく歪み、ユビオサエによって窪みをつくり頚部としている。 12は胴

部内外面ともに板ナデによる整形がみられる。 16の口縁端部は凹線文のような窪みが一筋入る。胴部

は全体にハケ整形し、外面は胴部で縦方向のヘラケズリ、底部付近で横方向のヘラケズリをそれぞれ

おこなっている。 18・ 19の内面は黒色処理がされ、丁寧なミガキが施される。 20は須恵器の蓋で、口

綾部破片である。全体がロクロナデによる凹凸がある。 22は杯部外面に横方向のヘラケズリを施し、

脚部には粗めのハケが縦方向におこなわれ、端部は強い横ナデによる。杯部内面は横方向の丁寧なミ

ガキが施され、内面はナデにより整形されている。

高杯は図化できなかった小破片も含め多く出土しているものの、 22以外は杯部と脚部が接合するも

のがない。
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第27図10号住居跡出土遺物(1 : 4)
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11号住居跡

調査区:束1区　規模:-×8.Om　平面形:方形　主軸方向:N-430賀W　床面:堅緻

覆土:暗褐色シルト　柱穴:2基　カマド:未検出

調査状況:当該遺構の周辺は広範囲にわたり遺物が出土したため、複数の住居跡が重複しているもの

と想定して、 11号・ 14号・ 15号・ 16号の住居番号を付して調査を進めたが、それぞれの住居の明確な

分離ができず、また床面も一定であったことから同一の住居跡となる可能性があった。整理調査にお

いて、遺物の接合関係などから同一遺構との判断ができたため、 14へ16号住居跡は欠番として処理し

ている。

内部施設は壁溝と柱穴が検出されている。

壁溝は南東隅で一部に断絶部が認められ、住居内部へ間仕切溝となって延び、端部は柱穴状の掘り

込みが伴う。柱穴は直径約1mの大きな掘り込みを持ち、柱痕を伴う。

カマドは北西壁に構築されているものと見られ、調査範囲外であるため調査できていない。

遺物は床面を中心に多量に出土している。

出土遺物には轟(1 ・14・15)、聾(2へ9)、台付嚢(10)、鉢(11へ13)、小型丸底(16へ24)、

355 30m

第28図11号住居跡(1 :60)

鵜26臆



高杯(25へ46)があり、他に勾玉(47)、臼玉(48)、管玉(49)がそれぞれ1点ずつ出土している。

1は有段口縁で内外面ともに横方向のミガキが丁寧にされる。嚢は主にハケにより器面を整形して

いるが、 7 ・ 8はナデのみである。 10は台付嚢の脚部で、内面はハケにより整形している。鉢はすべ

て内外面ともに横方向のミガキが施されている。小型丸底は口縁部が10c皿前後を測るものが多く、口

綾部に最大径をもつ。 14・15は口綾部が大きく開く器形となる。

高杯は多く出土しているものの全体の様子が窺えるのは2点のみで、そのほかは接合しない。主に

ミガキもしくはナデにより整形されており、脚部内面は25や41にみられるように輪積痕を残すものも

あるが大半はナデもしくはへラケズリで整形をおこなっている。 26は脚部に紐状の粘土を貼り付けて

いる。 31は大型の高杯で杯部の直径は25.7c皿を測る。

玉類は、まとまって出土してはいないが全て床面から出土しており、勾玉と管玉は緑色凝灰岩製で

臼玉は滑石製である。
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第29図11号住居跡出土遺物① (1 : 4)
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第30図11号住居跡出土遺物② (25へ46= 1 : 4

1 3号住居跡

調査区:束1区

規模:5.2mx-　平面形:方形

主軸方向: N-370-W

床面:堅緻　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況: 10号・ 12号住居跡、 2号

土抗と重複関係にあり、全ての遺構

の破壊を受けている。

範囲内においてカマドや柱穴は確

認できなかったが、床面は全体にお

いて非常に堅駿であった。

出土遺物には壷(1・2)、嚢(3

へ5)、鉢(6・11)、小型丸底(7

へ10)、蓋(12)、南部(13へ16)が

ある。

47へ49=1 : 1)

第31図13号住居跡(1 :60)
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1 ・ 2は口綾部破片でそれぞれ有段口緑となる。強い横ナデののちに軽いミガキを施す。 3はハケ

により整形された聾で丸底となる。 6は内面が黒色処理された丸底の鉢である。 8は底部に、 9は胴

部から底部にかけて細かなへラケズl)が施されている。 12は須恵器の蓋で、ロクロナデののち外面上

部を回転させてヘラケズl)している。 15・16は内面に黒色処理がされ、丁寧なミガキが施されている。

17は高杯の杯部破片で、格子目状の線刻がある。
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第32図13号住居跡出土遺物(1 :4 17のみ1 :3)

1 7号住居跡

調査区:束1区　規模:不明

平面形:方形　主軸方向:不明

床面:堅緻　覆土:暗褐色シルト

柱穴:末検出　カマド:未検出

調査状況:平安時代の掘立柱建物跡の破壊

を受け、また南側は11号住居跡と重複し、

北側は撹乱のため調査できなかったが、検

出状況から方形住居を想定する。柱穴など

の内部施設は検出されなかったが、床面は

全体において非常に堅級であった。

住居のほとんどが破壊を受けており、ま

た遺構確認面から床面までが浅かったため遺物の出土は多くなかった。

出土遺物には壷(1)、襲(2)、高杯(3・4)がある。
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1 8号住居跡

調査区:束2区

規模: 4.5mx4.5m

平面形:方形

主軸方向: N-220-W

床面:堅緻

覆土:暗褐色シルト

柱穴:2基　カマド:未検出
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第34図17号住居跡出土遺物(1 : 4)

ヌ
1

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

圏

調査状況: 19号住居跡を破壊し

て構築している。

範囲内において柱穴2基を検

出し、方形配列となるものとみ

られる。カマドは調査区外にあ

ると思われる。

比較的良好に検出されたが遺

物の出土は少ない。

出土遺物には高杯(1)、鉢

(2)、杯(3・4)がある。

1は杯部内面を黒色処理して

いる。脚部を欠くが接合部分が

丸く残る。鉢・杯も内面に黒色

処理がされ、丁寧にミガキが施

される。 3の内面には放射状の

暗文がみられる。

1 8号住居跡

第35図18号・19号住居跡(1 :60)

「 ‾‾　‾‾‾‾7

0　　　　　　　　　　　10cm

第36図18号住居跡出土遺物(1 : 4)

19号住居跡

調査区:束2区　規模:不明　平面形:不明　主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況:大半が調査区外であり18号住居跡に南側を破壊されている。遺物の出土量は少なく、図化

できるものはなかった。
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44号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況: 45号住居跡と重複関係にある。

半分以上が調査区外にあるため調査できていないが

方形を呈する住居である。柱穴またはカマド等の内部

施設は検出されていない。

出土遺物には壷(1・2)、小型丸底(3)、杯(4)

がある。

1は口縁部が直立する有段口縁の壷で、ナデののち

全体にミガキを施す。

45号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱　柱穴:未検出

カマド:未検出

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　.　臆;　　　　　　　と

困星団

圏

第37図　44号・45号住居跡(1 :60)

第38図　44号住居跡出土遺物(1 : 4)

46号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:暗褐色シ)レト

柱穴: 1基　カマド:未検出

調査状況:弥生時代の71号土境、平安時代の43号住居跡の

ほか、中世井戸跡と重複関係にある。範囲内において壁溝

が検出され、東壁から内部へ間仕切溝も確認されている。

出土遺物には琵(1へ3)、鉢(4へ6)、杯(7)、壷(8)、

高杯(9へ13)がある。このほか臼玉2点(14・15)が出

土している。

1は全体にハケにより整形された嚢で、のちに軽いミガ

キを施す。高杯は9-11のように口綾部が直立気味に立ち

1m
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

上がり、脚の比較的短い形態が多くみられる。 9の内面は　哩

黒色処理される。

臼玉は2点とも滑石製で床面から出土しており、 15は一

部が欠損する。
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第39図　46号住居跡(1 :60)
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第40図　46号住居跡出土遺物(1へ13=1 :4 14・15=1 : 1)

49号住居跡

調査区:西3区

規模:不明

平面形:方形

主軸方向:不明

床面:軟弱

覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出

カマド:未検出

調査状況: 50号住居跡を破壊

して構築するが、大半が調査

区外のため規模など詳細につ

いては不明である。

遺物の出土は壷1点のみで

ある。外面はナデののち、全
第41図　49号・50号住居跡(1 :60)及び

49号住居跡出土遺物(1 : 4)

体に軽いミガキが施されている。

50号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:方形　主軸方向:N-500-E　床面:堅緻

覆土:暗褐色シルト　柱穴: 1基　カマド:北東壁中央付近

調査状況: 49号住居跡に南側を破壊され、西半分以上が調査区外のため判然としないが約4.5mを測

る方形住居である。柱穴は1基のみ検出され、北東壁のカマド脇にはピット状の掘り込みが1基ある。

鵜32鵜



出土遺物には聾(1へ4)、杯(5)、高杯(6)がある。

嚢は4点全てナデにより整形され、 1と3はそののちに横方向のミガキが施されている。 5の外面

は粗く削られ内面は黒色処理される。 6は有段となる高杯の脚部である。

第42図　50号住居跡出土遺物(1 : 4)

51号住居跡

調査区:西3区　規模:4.Omx-

平面形:方形　主軸方向: S-100-E

床面:堅緻　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:南壁中央

調査状況:遺構の密集した場所で検出さ

れ、 49号・53号・54号・55号・56号の5

棟の住居跡と重複関係にあり、これらの

中でもっとも新しい住居跡となる。西側

は調査区外により調査できていないが、

カマドの位置を中心とした場合東西方向

は5m前後を測るものと推測される。カ

マドの位置が確認できている古墳時代の

住居跡で唯一南側にカマドが構築されて

いる住居である。

カマドは両袖と煙道が良好に残り、被

熱を受けて硬化し、底面には焼土と炭化

物が大量に残っていた。中央には支脚石

が直立した状態で出土している。

出土遺物には嚢(1)、杯(2)、蓋(3)、

壷(4)がある。

1は全面ナデにより整形されており、

内面の一部に板ナデがみられる。 2は内

外面ともに丁寧にミガキが施され、内面

は黒色処理されている。 3は須恵器の蓋

でロクロナデののち、ヘラケズリされる。

第43図　51号住居跡(1 :60)

i

/ノ　　ー○　　○臆-鵜一一一〇一十

とニー〇〇二二_- -∴〇二二二　」 0　　　　　　　　　　　　　10cm

白　　　　　　星星重言害星星重量王墓皇国星亨

第44図　51号住居跡出土遺物(1 : 4)
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52号住居跡

調査区:西3区　規模:-×4.4m

平面形:方形　主軸方向:不明

床面:軟弱　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況:調査区の南端で検出された住

居跡で、他遺構との重複はない。

住居跡の大部分が調査区域外にあるた

め規模等判然としないが、方形を呈する

住居跡を想定する。調査できた範囲が僅

かであったためカマドや柱穴などの内部

施設は検出されていない。

出土遺物には襲(1)と鉢(2)、壷(3)

がある。

1は外面全体がハケにより整形され、

底部にヘラケズリがみられる。内面は部

分的にハケとナデにより整形している

が、輪積痕が残る。 2の外面はハケ、内

面はナデにより整形される。 3は胴部内

面を除き非常に丁寧にミガキが施されて

いる。

53号住居跡

調査区:西3区　規模:不明

平面形:不整方形　主軸方向:不明

床面:堅緻　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況: 50号・ 51号・ 54号・ 56号の各

住居跡と重複関係にある。多くの遺構の

密集する場所であったことから住居形態

が判然とせず、不整形な方形を呈する。

ピットが1基検出されている。

出土遺物には壷(1)、襲(3)、鉢(2・

4へ6)、杯(7)、甑(8)、高杯(9・

10)がある。

1は有段口縁の壷で胴部下半を失うが

一十≠ミ

第45図　52号住居跡(1 :60)

第46図　52号住居跡出土遺物(1 : 4)

第47図　53号住居跡(1 :60)

球形の胴部となる。全体にミガキが施される。 3は内外面ともにハケによる整形が施される。 4はナ

デ、 5は横方向のミガキにより整形され、 6の内面はハケが施されている。 8は底部1箇所に穿孔を

持つ甑で、白線部は折り返しがされている。全体はナデにより整形されている。
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二二二/

0　　　　　　　　　　10cm

第48図　53号住居跡出土遺物(1 : 4)

54号住居跡

調査区:西3区　規模:不明

平面形:隅丸方形　主軸方向:不明

床面:軟弱　覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況: 50号・ 51号住居跡などの重複遺構

が多く調査範囲が限られたため全体の様子は

判然としない。図化できる遺物の出土はな

かった。

55号住居跡

調査区:西3区　規模:不明

平面形:隅丸方形

主軸方向:不明　床面:軟弱

覆土:暗褐色シルト

柱穴:未検出

カマド:未検出

調査状況: 56号・ 57号住居跡と

重複関係にある。

出土遺物には襲(1)、鉢(2)、

杯(3・4)がある。

第49図　54号住居跡(1 :60)

十戸主 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

35530m

第50図　55号・56号住居跡(1 :60)
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第51図　55号住居跡出土遺物(1 : 4)

56号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:隅丸方形　主軸方向:不明　床面:軟弱

覆土:暗褐色シルト　カマド:未検出　柱穴:未検出

調査状況:51号・53号・55号住居跡と重複関係にある。範囲内において柱穴等の施設は確認できなかっ

た。

出土遺物には聾(1・2)、鉢(3)、高杯(4)がある。 3の底部はヘラケズリにより整形されている。

)

≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡=

第52図　56号住居跡出土遺物(1 : 4)

57号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:暗褐色シルト

柱穴:1基　カマド:未検出

調査状況: 55号住居跡と重複関係にある。平面形は¥セミ

やや不整形な方形を呈し柱穴が1基検出されている。

出土遺物には聾(1)と小型丸底(2へ4)がある。

嚢は全面がナデにより整形される。小型丸底も内

外面ともにナデによる整形がされ、 3のみハケもみ

られる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

」i,l l喜一上　こ　　　　　　　　臆臆二王

第53図　57号住居跡(1 :60)

第54図　57号住居跡出土遺物(1 : 4)
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1号土坑(束1区)

束1区の北端で検出された遺構で、ほとんどが調査区域外となるため形態や規模などは不明である。

覆土は、 2号住居跡や3号住居跡同様の黒褐色と黄褐色のシルト質土が混在した撹乱土壌の様相を呈

している。内部より土器破片が僅かながら出土している。

8号土坑(束1区)

13号住居跡と重複関係にある直径60c皿を測る円形土坑である。

9号土坑(束1区)

11号住居跡と13号住居跡の間で検出された遺構で、直径36c皿の小型の円形土坑である。

10号土坑(束1区)

束1区の南端で検出された。直径40c皿を測る円形土坑である。

51号土坑(西2区)

検出された長辺90cm、短辺60cmを測る楕円形土坑である。

66号土坑(西2区)

直径50c皿ほどの円形土抗で、内部に柱痕が検出されている。

69号士坑(西3区)

46号住居跡と重複関係にある円形土抗で、直径90c皿を測る。

1号溝跡(束1区)

2号住居跡と重複関係にあり、弥生時代中期の1号住居跡を囲むように弧を描く形で検出されてい

る。幅70cmへ50cm、深さは10cm程度と浅い。

2号溝跡(東1区)

13号住居跡と重複関係にあり、幅40cmほどで深さは5cmを測る。西3区で検出された15号溝跡と同

一の遺構と考えられる。

5号溝跡(束3区)

幅70cm、深さ30cmを測る溝である。

9号溝跡(西2区)

31号住居跡と10号溝跡と重複関係にあ

り、幅80cm、深さ15cmを測る。

内部から壷が1点(第55図1)出土し

ている。外面をナデ及びハケにより整形

したのち、全体に縦方向に軽いミガキを

施している。

10号溝跡(西2区)

9号溝跡と重複関係にある、幅30c皿、

深さ5c皿の溝である。

15号溝跡(西3区)

西3区で検出された溝跡で、規模や方

向、覆土の様相など2号溝跡と類似する

点が多いことから、同一の溝跡と思われる。

第55図　9号溝跡(1 :60)及び出土遺物(1 :4)
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第3節　奈良・平安時代

1 2号住居跡

調査区:束1区　規模:2.7mX2.8m　平面形:方形

主軸方向:N-44。鵜E　床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:北西壁

調査状況: 13号住居跡(古墳時代)を破壊して構築する。南

東隅は2号土坑(中世)の破壊を受けている。

北西壁に張り出し状のカマドを設けているが、僅かな焼土

と炭化物が検出されただけである。

住居南隅には完形の聾(5)が壁に立てかけられているよ

うな状態で出土した。

出土遺物には杯(1へ4)と嚢(5-8)がある○杯は全　第56図12号住居跡(1:60)

て内面が黒色処理され、丁寧にミガキが施されている○外面はロクロナデにより整形され、 1と4の

底部付近はヘラケズリにより整形されている0 5は胴部から底部にかけて、外面はヘラケズl)、内面

は板ナデを施す武蔵嚢である。 6も外面へラケズリ、内面板ナデによるが、ロクロナデが部分的にみ

られる。 7は須恵器の聾で、外面はタタキ、内面はナデにより整形される。 8は口縁部が短く外半す

る長胴嚢で、外面は縦方向のハケ、内面はロクロ回転を利用したカキメ状のハケを施している。

第57図12号住居跡出土遺物(1 : 4)
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20号住居跡

調査区:束3区　規模:2.7mx-　平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況:東壁は調査区外により検出できていないが方形を呈

し、未検出部分にカマドがあるものと思われる。内部において

柱穴等の遺構は確認できておらず、床面も全体に軟弱であった。

比較的良好に検出されたものの遺物の出土量は極めて少な

く、内面が黒色処理された杯の破片と須恵器の杯数点が出土し

ているだけで図化できるものはなかった。

21号住居跡

調査区:束3区　規模:-×2.8m　平面形:方形

主軸方向:E　床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:東壁

調査状況:東側が調査区外により検出できていないが調

査区壁際に火床が確認されているため、この付近にカマ

ドが構築されているものと思われる。床面は中央付近が

非常に堅駿で、壁側に近づくほど軟弱となっていく。

土師器の杯や聾、須恵器の杯などが出土しているが小

破片なため図化できなかった。

22号住居跡

調査区:束3区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:N-500-W　床面:軟弱

覆土:黒褐色シルト　柱穴:未検出

カマド:北西壁

調査状況:調査区の北端に検出された住居跡である。

北西壁にカマドが検出されており、焼土及び炭化物が

床面に散布している。床面は中央付近で僅かに堅緻で

あるが全体に軟弱で凹凸がある。

出土遺物には杯(1へ4)と襲(5・6)がある。

杯は全て須恵器でロクロナデにより整形される。 5

はカマド近くの床面に潰れた状態で出土した長胴聾

で、外面は縦方向のハケ、内面は底部付近のみハケを

おこない、そのほかはナデにより整形している。口縁

部は強い横ナデにより短く外半する。底部には木葉痕

がみられる。

第58図　20号住居跡(1 :60)

第59図　21号住居跡(1 :60)

第60図　22号住居跡(1 :60)
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23号住居跡

調査区:束3区

規模: -×5.7m

平面形:方形

主軸方向:不明

床面:軟弱

覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出

カマド:未検出

第61図　22号住居跡出土遺物(1 : 4)

355.50m

2m
1　　　　　　臆臆　臆　　　-　喜一一　葛　　　　　　　-臆　　　　　」

第62図　23号住居跡(1 :60)

調査状況:住居跡西側の一部だけが検出され大半は調査区外にあるため全体の様子は判然としないが、

一辺5.7mを測る比較的大きな住居で、平面形は方形を呈すると思われる。カマドや柱穴などの施設

は範囲内では検出されていない。

調査範囲が狭かったため遺物の出土量は僅かで

須恵器の杯4点(1へ4)が図化できたのみである。

いずれも内外面ともロクロナデによる凹凸が著

しく底面は糸切りによる。 4には墨書がみられる

が字体は不明である。

寺∴圭≡プ
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第63図　23号住居跡出土遺物(1 : 4)



24号住居跡

調査区:西1区

規模: -×5.Om

平面形:方形　主軸方向:E

床面:堅緻

覆土:黒褐色シルト

柱穴: 1基　カマド:東壁

調査状況: 26号へ28号住居跡と

重複関係にある。カマドは東壁

中央付近に構築され、煙道も良

好に検出された。柱穴1基のほ

かに、カマド脇に1基と南東隅

ミ≠+一

第64図　24号住居跡(1 :60)

に1基、ピット状の浅い掘り込みが確認されている。

出土遺物には杯(1へ7 ・ 9へ13)と琵(8 ・14)がある。 1へ7は土師器で1以外は全て内面に

黒色処理がされる。 9へ13は須恵器でロクロナデによる器面の凹凸が著しい。
一一∴二二二二二‾　‾-‾〇〇一一-喜三善三三三二′　‾一二　〇〇--‾‾二一一一　一一・〇‾-‾‾
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25号住居跡

第65図　24号住居跡出土遺物(1 : 4)

墨星萱∃
調査区:西1区　規模:2.6mx2.5m　平面形:方形

主軸方向:E　床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト　柱穴: 1基

カマド:東壁

調査状況:住居北壁は中世土坑により破壊され全体を検出する

ことはできなかった。範囲内にいて柱穴が1基確認され、床面

は堅級である。

比較的良好に検出されたが遺物の出土量は少ない。

出土遺物には杯(1へ4)と聾(5)がある。

1は内面を黒色処理された土師器で丁寧なミガキが施され

ている。 2へ3は須恵器で、ロクロナデによる凹凸が著しい。

-41 -
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第66図　25号住居跡(1 :60)
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

第67図　25号住居跡出土遺物(1 : 4)

26号住居跡

調査区:西1区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱

覆土:黒褐色シルト　柱穴:未検出

カマド:未検出

調査状況: 24号住居跡と重複関係にあり、遺構の

大半が調査区外にあるため全体の検出はできてい

ない。

遺物は僅かで、図化できるものはない。

27号住居跡

調査区:西1区　規模:-×3.5m　平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況: 24号住居跡などと重複関係にあり全体は

検出できていない。

遺物は須恵器の杯など僅かに出土しているが、図

化できるものはなかった。

28号住居跡

調査区:西1区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:N-840-W　床面:堅緻

覆土:黒褐色シルト　柱穴:未検出　カマド:東壁

出土遺物には杯(1へ3)と襲(4)がある。

1 ・ 2は内面が黒色処理される。 3は須恵器の杯

でロクロナデによる器面の凹凸が著しい。

第68図　26号住居跡(1 :60)

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

!　　　{　　　!　　臆　　　　　　し

第69図　27号住居跡(1 :60)

I i

第70図　28号住居跡(1 :60)

第71図　28号住居跡出土遺物(1 : 4)
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30号住居跡

調査区:西1区　規模:2.8mx2.5m　平面形:方形

主軸方向:N-70○○E　床面:堅緻

’一

覆土:黒褐色シルト　柱穴:未検出　カマド:東壁

調査状況:中世の7号溝跡が住居の中央を貫くように破壊‾

しているほか、 31号住居跡と重複関係にある。カマドに伴

うとみられる火床が東壁中央付近で検出されており、カマ

ドは7号溝跡に破壊されたものと思われる。

範囲内において柱穴等の施設は確認できなかったが、床　0

面は非常に堅駿である。

比較的良好に検出されたが遺物の出土は少ない。

出土遺物には襲(1)と杯(2)がある。

1は口縁部を強い横ナデにより外反

させ、頚部は、くの字に屈曲する。胴

部外面はハケにより整形され、内面は

ナデのみである。 2は須恵器の杯でロ

クロナデによる器面の凹凸が著しい。

第72図　30号住居跡(1 :60)

第73図　30号住居跡出土遺物(1 : 4)

31号住居跡

調査区:西2区　規模:3.4mx2.7m　平面形:方形

主軸方向:N-740-E　床面:堅緻

覆土:黒褐色シルト　柱穴:未検出　カマド:東壁

調査状況: 30号住居跡・ 9号溝跡と重複関係にある。西

側は調査区外により検出できていないが方形住居を呈す

ると思われ、僅かに歪な形となる。

東壁中央付近にはカマドが構築され、内部には炭化物

が充満している。

良好に検出できたものの遺物の出土量は少なく、図化

できた3点の他、土師器の琵破片や須恵器の杯破片など

が出土しているに過ぎない。

出土遺物には杯(1)と盤(2・3)がある。 1は高

台の付く須恵器の杯でロクロナデによる凹凸

が著しい。 2 ・ 3は須恵器の盤上半部で、 2

はロクロナデによる凹凸がみられるものの、

3の内面はナデにより平に仕上げられている。

いずれも短い脚が付くものと思われるが、

脚部の破片は出土していない。

因図星

第74図　31号住居跡(l :60)

第75図　31号住居跡出土遺物(l : 4)
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32号住居跡

調査区:西2区　規模:2.3mx2.3m　平面形:方形

主軸方向:N鵜50-W　床面:堅緻

覆土:黒褐色シルト　柱穴:未検出　カマド:北壁

調査状況: 35号住居跡と重複関係にある。カマドは石組

みで北壁に構築されており、西側には袖のような張り出

しがある。石で囲まれたカマド内部には鉢(5)が正位

より僅かに傾いた状態で置かれていた。

出土遺物には杯(1・2)、壷(3)、聾(4)、鉢(5)、

蓋(6・7)がある。 第76図　32号・35号住居跡(1 :60)

杯は内面黒色処理され丁寧なミガキが施される。 1の底部はヘラケズl)、 2の底部はヘラケズリの

のちナデによりそれぞれ整形している。 3は灰粕陶器の壷底部とみられる。 4はロクロナデによる凹

凸が著しい。 5はカマドの内部から出土したもので、外面はロクロナデと底部付近はヘラケズリ。底

部は糸切りののち、ヘラケズリをおこない整形している。内面はカキメがみられる。 6と7は須恵器

の蓋である。

臆易 

8 
易 �� ��

_　　4 

臆 

6干‾‾‾‾‾‾‾‾ 

第77図　32号住居跡出土遺物(1 : 4)

33号住居跡

調査区:西2区　規模:2.4mx一　平面形:方形

主軸方向:N-40臆W　床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:北壁

調査状況:他遺構との重複はないが西側が調査区外により検

出できていない。カマドは北壁に構築され袖の先端に礫が置

かれている。また、カマドから南へ1mほど離れた床面に熱

を受けたように赤く変色した平らな礫が出土し、カマド周辺

からは多くの土器が出土している。

出土遺物には杯(1へ15)、聾(16・17)、鉢(18・19)が

ある。杯は1のみが黒色処理された土師器で残りは全て須恵　　第78図　33号住居跡(1 :60)

器となる。ロクロナデによる器面の凹凸が著しい。 12は墨書土器で、墨が薄く判読が難しかったが「主」

と書かれているとみられる。 16は内部にカキメが施される。 17は外面にヘラケズリが施された武蔵嚢

である。内面はナデにより整形されている。 18・ 19は土師器の鉢である。
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第79図　33号住居跡出土遺物(1 : 4)

34号住居跡

調査区:西2区　規模:-×3.3m　平面形:方形

主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:北壁

調査状況:住居の大半が調査区外にあるため全体の

調査をすることはできなかったが一辺3m前後の方

形住居と思われる。カマドや柱穴等内部施設

は検出されていない。調査範囲が僅かであっ

たため、土器の出土量も少なく、 3点が図化

できたに過ぎない。

出土遺物には杯(1・2)と蓋(3)があ

る。いずれも須恵器で器面が凹凸している。

0　　　　　　　1m

し　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　i

第80図　34号住居跡(1 :60)

0　　　　　　　　　　　10cm

ま∴∴∴∴ 、　　⊥　　　　　　　臆す

第81図　34号住居跡出土遺物(1 : 4)

35号住居跡

調査区:西2区　規模:2.5mx-　平面形:方形　主軸方向:不明　床面:軟弱

覆土:黒褐色シルト　柱穴:未検出　カマド:北壁

調査状況: 32号住居跡と重複関係にある。住居の大半が32号住居跡により破壊されているため内部施

設は判然とせず、遺物の出土も少なく図化できるものはなかった。
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36号住居跡

調査区:西2区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:N-870-W　床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:北壁

調査状況:調査区の北端に検出された住居で、カマド周辺部の

みが調査できた。住居の大半が調査区外にあり、コンクリ」ト

基礎埋設により一部破壊を受けている。

カマドは煙道及び袖が良好に検出され、床面も含め、袖の内

部や煙道などに非常に硬化した被熱箇所が確認できた。

出土遺物には杯(1へ3)、聾(4)、盤(5)がある。

一†十三

0　　　　　　　　1m

I i

第82図　36号住居跡(1 :60)

1の底面はヘラ切りののち、ナデにより整形しているものとみられる。中央が尖った状態のままで

あり、高台が付属するものと思われるがその痕跡はない。 4は土師器の嚢で全体がナデにより整形さ

れている。 5は盤の脚部とみられる。

二二二二二一〇 〇ヽ表
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

第83図　36号住居跡出土遺物(1 : 4)

37号住居跡

調査区:西2区　規模:-×4.Om

平面形:不整方形　主軸方向:不明

床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況: 61号土坑(中世)に北壁の一

部を破壊され、東側は調査区外により調

査できず、カマドや柱穴などの施設も検

出されていない。

床面を中心に比較的多くの遺物が出土

している。

田園

第84図　37号住居跡(1 :60)

出土遺物には杯(1へ9)、鉢(10)、聾(11・12)、蓋(13へ15)があり、図化できたものは全て

須恵器である。

杯はロクロナデによる器面の凹凸が著しく、底部が確認できたもののうち、 6以外は全てへラケズ

リを施している。 10は小型の鉢で口縁端部が短く直立する。胴部は大きく張り出し外面底部付近にヘ

ラケズリがみられる。底部は高台が付属する。内面は溝の深いカキメが施され、器壁が非常に厚い。

11は聾の口綾部から頚部にかけての破片で肩部分にタタキがみられる。蓋はそれぞれつまみ取り付け

付近にヘラケズリがされる。 13の端部は屈曲し僅かに外半する。 14と15はつまみ部分を欠損する。

-46-



‾‾‾‾二二プ

二、二二三ノ

二二プ
モ三豊≡7

二二∴二∴プ

ニラ
第85図　37号住居跡出土遺物(1 : 4)

38号住居跡

調査区:西2区　規模:不明　平面形:隅丸方形

主軸方向:E　床面:軟弱　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:東壁

調査状況:住居のほとんどが調査区外にあるため全体の検

出には至っていない。検出はカマド付近のみにとどまり、

煙道出口が付属して確認できた。

調査範囲が僅かであったため遺物の出土量は僅かである。

出土遺物には嚢がある。外面はヘラケズリにより器面整

形し、内面及び底部外面はハケにより整形している。

千才+

0　　　　　　　1m

王　　　臆,　　i　　　　　　　!

第86図　38号住居跡(1 :60)及び出土遺物(1 : 4)

39号住居跡

調査区:西2区　規模: -×2.2m　平面形:不整方形

主軸方向:不明　床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況:検出状況が不鮮明で歪な平面形を呈するが床面は非

常に堅駿で、特に住居中央付近は強く叩きしめられている。カ

マド及び柱穴等の施設は検出されていない。

遺物の出土は少なく、図化できた4点のほか土師器の杯と馨

の小破片が出土したのみである。
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第87図　39号住居跡(l :60)



出土遺物には杯(1-3)と蓋(4)がある。

いずれも須恵器で、ロクロナデによる器面の凹凸

が著しい。 1の底部付近はヘラケズリが施される。

4の端部は内側へ屈曲する形態となる。

「‾‾　≡/

モ　‾‾‾‾ヲ

0　　　　　　　　　　　10cm

l　臆臆　▲　　:　　　　　」

第88図　39号住居跡出土遺物(1 : 4)

40号住居跡

調査区:西2区　規模:-×2.3m　平面形:方形

主軸方向:N-780-E　床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況:範囲内においてカマドは検出できなかったが、東壁

に構築されているものと思われる。柱穴等の施設は確認できて

いない。床面は全体に堅駿である。

出土遺物には杯(1へ6)と聾(7)がある。

0　　　　　　　　1m

:　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ

第89図　40号住居跡(1 :60)

杯は全て須恵器で、ロクロナデによる器面の凹凸が著しい。

1へ4の底部外面は糸切り。 6は高台が付属している。 7は外面がヘラケズリ、内面はナデによりそ

れぞれ整形される武蔵嚢である。
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第90図　40号住居跡出土遺物(1 : 4)

41号住居跡

調査区:西2区　規模:不明　平面形:方形　主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況:調査区の北端に検出された住居跡で、大半が調査区外となるため一部が調査できたに過ぎ

ない。

調査範囲が狭かったことから遺物出土量は僅かで、土師器と須恵器の杯、土師器の聾破片がみられ

たが図化できるものはない。

42号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:方形　主軸方向:不明　床面:軟弱　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況:調査区の北端に検出された住居跡で、 45号住居跡(古墳時代)と重複関係にあるが住居の

大半は調査区外となる。

調査範囲が僅かだったため遺物の出土量は少なく、須恵器の杯と聾の破片が出土しているが図化で

きるものはなかった。
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43号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:N-550-E　床面:堅緻　覆土:黒褐色シルト

柱穴:未検出　カマド:北東壁

調査状況: 46号住居跡(古墳時代)と中世土坑と重複関係にあ

る。北東壁にカマドが良好に検出された。

カマドの袖にはそれぞれ平坦な石が立てられ、内部は炭化物

が充満し、その下は硬化した火床が検出されている。

住居外部に長さ約1mを測る煙道も検出されており、煙道側
第91図　43号住居跡(1 :60)

面が被熱により赤紫色に変色している。住居束隅の床面にはカマドに使用されたとみられる平石が出

土している。

出土遺物には杯(1へ4)、皿(5)、襲(6へ9)がある。

1へ3は内面が黒色処理され、丁寧に表面が磨かれる。 4は黒色処理されずミガキのみである。 1 ・

2 ・ 4は底部にヘラケズリによる器面整形がみられ、 3は糸切りである。 5は全面が黒色処理されて

いる。聾の外面はロクロナデによる器面の凹凸がみられ胴部下半はヘラケズリされている。内面は6・

9がナデのみ、 7はカキメ、 8はナデののち、一部にハケがみられる。

‾‾÷‾‾‾‾‾二] 　　　l ��

† ��

l 

第92図　43号住居跡出土遺物(1 : 4)
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47号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:方形

主軸方向:N-500-E　床面:堅緻

覆土:黒褐色シルト　柱穴:末検出

カマド:北東壁

調査状況: 48号住居跡と重複関係にある。

住居の大半が調査区外にあるため判然とは

しないが、北東壁にカマドが検出されており、

これを中心とすると約4mを測る住居跡とな

るものと思われる。

カマドは両袖と煙道、内部に火床がそれぞ

れ良好に検出されている。床面はカマド付近

が非常に堅駿で、住居壁際はやや軟弱である。

柱穴などの施設は検出されていない。

出土遺物には杯(1)と聾(2・3)がある。

1は須恵器の杯でロクロナデによる器面の

凹凸が著しい。 2は土師器の聾で内外面とも

にナデにより整形される。 3は須恵器の嚢で

外面胴部にはタタキがみられる。

355.40m

第93図　47号・48号住居跡(1 :60)

二一一三〇 、‾晴‾‾し

第94図　47号住居跡出土遺物(1 : 4)

48号住居跡

調査区:西3区　規模:不明　平面形:隅丸方形　主軸方向:不明　床面:軟弱

覆土:黒褐色シルト　柱穴:未検出　カマド:未検出

調査状況: 47号住居跡と重複関係にある。カマド等の施設も検出されず、平面形も歪で、床面もやや

凸凹しているため、住居施設とならない可能性がある。

遺物の出土量は少ない。

出土遺物には杯(1 ・2)と盤(3)があ

る。

全て須恵器で、ロクロナデにより整形され

る。 2は底部に高台が付く。 3は下部を欠損

しているため判然としないが、その形態から

盤の口綾部と思われる。

‾二一一〇‾-‾‾-‾7

第95図　48号住居跡出土遺物(1 : 4)
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1号掘立柱建物跡(束1区)

調査範囲が限られ、また、北側は撹乱

により破壊されているため全体の検出に

は至っていないが、長辺100cmへ90cm、

短辺60cmへ70cmを測る長方形の柱穴5基

が検出できた。

土坑の深さは遺構の確認面(17号住居

跡床面)から30cm前後を測り、全てに直

径10cm程度、深さ20cmへ30cmの柱痕を持

つ。柱痕間は160cmへ180cmを測る。

内部から平安時代の土器片が僅かなが

ら出土している。

2号掘立柱建物跡(束1区)

1号掘立柱建物跡と同様に全体を検出

できていないため全体の様子は判然とし

ないが、確認できた柱穴の配置などから

総柱の建物跡を想定する。

1号掘立柱建物跡の柱穴と重複してお

り、当遺構の柱穴が破壊されているため

1号掘立柱建物跡より古い遺構となる。

土坑の平面形は円形で、直径60c皿へ80

c皿を測る柱穴6基が検出できた。それぞ

れに柱が伴い、柱痕間は180c皿前後を測

る。

内部から平安時代の遺物が出土してい

るが、 1号掘立柱建物跡出土遺物との時

2m　　　　/
1害雪国

」　　▼ i l　+-」・-臆臆、 」　/

第96図1号掘立柱建物跡(1 :60)

第97図　2号掘立柱建物跡(1 :60)

間的差異は感じられないため、それほど長い時間を経ずに建替えがおこなわれたものと思われる。

4号土坑(束1区)

長辺90cm、短辺50c皿を測る楕円形土抗で、 2号掘立柱建物跡を構成する柱穴を破壊して構築される。

5号土坑(束1区)

直径70c皿を測る円形土坑である。

11号士坑(東1区)

1号掘立柱建物跡を構成している柱穴と重複関係にあり、長辺70cm、短辺50cmの長方形土坑である。

柱痕を1箇所に持つことから、周辺で検出された掘立柱建物とは別の建物が存在していた可能性が考

えられる。

12号土坑(束2区)

直径60cmの円形土坑で、深さは約30c皿、内部より須恵器聾の破片が出土している。
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13号土坑(束2区)

直径70c皿の円形土坑である。

14号士坑(束2区)

長辺90cm、短辺70cmを測る楕円形を呈する土坑である。

15号土坑(束2区)

18号住居跡と重複関係にある。一辺160c皿を測る遺構であるが、 18号住居跡の破壊を受けているた

め規模などは不明である。内部より須恵器の杯と土師器の聾破片が出土している。

16号士坑(束2区)

3号溝跡(中世)に半分ほどが破壊されている。直径180cmの円形を呈し、深さは10cm程度と浅い。

内部からは平安時代の遺物が出土し、須恵器の杯3点(第98図1へ3)が図化できた。 1の底部は糸

切りののちヘラケズリにより整形され、高台が付属する。 2・3はロタロナデによる凹凸がみられる。

17号土坑(束2区)

長辺270cm、 50cmを測る溝状の遺構である。深さは60cmと深く、内部から土師器の聾などが出土し

ている。

18号土坑(束3区)

約半分が調査区域外にあり全体を検出することができていないが、円形土坑となるとみられる。内

部から須恵器の杯破片が出土している。

20号土坑(束3区)

長辺250cm、短辺90cmを測る長方形土抗である。

22号土坑(束3区)

20号住居跡と重複関係にある、一辺110c皿を測る長方形土坑と考えられる。底面にピット状の掘り

込みが2箇所ある。

23号土坑(束3区)

23号住居跡と重複関係にある遺構で、大半を破壊されている。円形土抗とみられる。

35号土坑(西1区)

27号住居跡と重複する直径120c皿を測る円形土坑である。須恵器の杯1点(第98図4)が出土して

いる。

39号土坑(西1区)

中世の井戸跡38号土坑に一部を破壊される。直径150c皿ほどの円形土坑である。

48号土坑(西1区)

中世の井戸跡47号土坑に一部を破壊される。楕円形を呈する土抗で、内部からは須恵器の杯(第98

図5)が1点出土している。

62号士坑(西2区)

全体を検出できていないため判然としないが平面形は五角形を呈し、 4m前後の規模となる。当初

住居跡として調査を進めたが床面が不明瞭であり、また凹凸が著しく土坑として扱った。内部からは

須恵器の杯1点(第98図6)が出土している。

64号土坑(西2区)

一辺100cmの方形土坑で、深さは5cmほどとなる。
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65号土坑(西2区)

方形を呈する土坑で、東側は調査区域外により検出できていない○内部より須恵器杯の破片が僅か

ながら出土している。

‾〇二一二:プ

1-3二16号土坑

4　=35号土坑

5　=48号土坑

6　=62号土坑

10銅

第98図　客土坑出土遺物(1 : 4)

4号溝跡(束3区)

幅70cm、深さ30cmの遺構で、 23号住居跡を破壊して構築される。

6号溝跡(西1区)

幅50c皿を測る遺構で、東側は調査区域外により検出できていない。

8号溝跡(西2区)

中世の7号溝跡に破壊される。深さは80c皿と深く、内部から須恵器の杯や壷、土師器の杯や嚢の破

片が多く出土しているが、図化できるものはなかった。

11号溝跡(西2区)

幅80c皿ほどを測り東側は調査区域外となる。

第4節　中　　世

第2表　中世土坑一覧

遺構番号 剪ｲ査区 佝��B�規　　模(c皿) 兒)7�>�vR�出土遺物・備考 

2号土坑 剔ｩ1区 �霹��直径100 �8､I�hﾛｸ�7��井戸跡 

3号土坑 剔ｩ1区 �霹��直径100 �8､I�hﾛｸ�7��井戸跡 

19号土坑 剔ｩ3区 �霹��直径70 �8､I�hﾛｸ�7��井戸跡 

21号土坑 剔ｩ3区 �霹��直径150以上 �8､I�hﾛｸ�7��井戸跡 

24号土塊 剞ｼ1区 ���霹��長辺140　短辺100 俛Xｨﾉ�h5h8ｸ6x�7��古銭1(開元通宝) 

25号土坑 剞ｼ1区 ���霹��長辺160　短辺90 俛Xｨﾉ�h5h8ｸ6x�7�� 

26号土塊 剞ｼ1区 儻9�饑ｸﾆ��一辺150 俛Xｨﾉ�h5h8ｸ6x�7��古銭1(皇宋通宝) 

27号土坑 剞ｼ1区 ���霹��長辺170　短辺120 俛Xｨﾉ�h5h8ｸ6x�7�� 

28号土坑 剞ｼ1区 �+y_ｸﾆ��長辺130　短辺100 俛Xｨﾉ�h5h8ｸ6x�7��古銭1(至和元宝) 

29号土坑 ��西1区 �霹��直径120 �8､I�hﾛｸ�7��井戸跡 

30号土坑 ��西1区 �霹��直径70 �8､I�hﾛｸ�7��井戸跡 

31号土坑 ��西1区 �+y_ｸﾆ��長辺250以上　短辺100 俛Xｨﾉ�h5h8ｸ6x�7�� 

32号土坑 ��西1区 �+y_ｸﾆ��長辺170　短辺120 俛Xｨﾉ�h5h8ｸ6x�7�� 

33号土坑 ��西1区 �+y_ｸﾆ��長辺120　短辺80 俛Xｨﾉ�h5h8ｸ6x�贅� 
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34号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ��#��黒褐色シルト質土 ��

36号土坑 ��ﾃ�ｾb�不整円形 �+ﾈﾆ�����黒褐色シルト質土 ��

37号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ����黒褐色シルト質土 ��

38号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ�����晴灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

40号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ��#��暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

41号土坑 ��ﾃ�ｾb�長方形 �+y]3#s���%ｩ]3�C��黒褐色シルト質土 ��

42号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ�#S�決�2�暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�X��5imｩ(9����

43号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ��S��黒褐色シルト質土 ��

44号土坑 ��ﾃ�ｾb�長方形 �+y]3�C���%ｩ]3����黒褐色シルト質土 ��

45号土坑 ��ﾃ�ｾb�長方形 �+y]3�#���%ｩ]3����黒褐色シルト質土 ��

46号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ�����黒褐色シルト質土 ��

47号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ����暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

48号土坑 ��ﾃ�ｾb�楕円形 �+y]3�S���%ｩ]3���黒褐色シルト質土 ��

49号土坑 ��ﾃ�ｾb�円形 �+ﾈﾆ��#��暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

50号土坑 ��ﾃ�ｾb�楕円形 �+y]3#S�決�8��%ｩ]3����黒褐色シルト質土 ��

52号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ����暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

53号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ����明灰黄色粘質土 �Hﾌｹ�R�

54号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ����暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

55号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ����暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

56号土塊 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ�����明灰黄色粘質土 �Hﾌｹ�R�

57号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ�����暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

58号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ����決�2�暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

59号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ�����暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

60号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ��3�決�2�暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

61号土坑 ��ﾃ(ｾb�円形 �+ﾈﾆ��C��暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

63号土坑 ��ﾃ(ｾb�長方形 �+y]3�s���%ｩ]3����黒褐色シルト質土 ��

67号土坑 ��ﾃ8ｾb�円形 �+ﾈﾆ�����暗灰色砂質土 �Hﾌｹ�R�

42号土坑

0　　　　　　　　　　　1 000

し臆　　.　　;臆　　　　　!

24号土坑 26号土坑 28号土坑

0　　　　　　　　　　2c爪

第99図　各土坑出土遺物(1二1:4　2-4二1:1)
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3号溝跡(束2区・西3区)

幅5m以上を測る溝状遺構で、東西方向に構築される。束2区で検出された遺構は南側に撹乱が認

められるため全体を調査できておらず、また、方向や規模など様相が同じ西3区で検出された溝状遺

構も南側は調査できていないため、詳細な規模は不明である。

内部から内耳鍋破片や陶磁器片が僅かに出土しているため、中世の遺構として考えることができ、

その規模から、周辺で検出されている居館の堀跡を想定する。深さは約2mを測る。

7号溝跡(西2区)

30号住居跡の中央部分を東西に掘り込む溝で、幅60cm、深さ30cmを測る。

12号溝跡(西2区)

調査区の南端で検出され、全体は検出できていない。調査区幅が狭く、湧水が著しかったことから

底面までは調査できていないが、深さは2m以上を測るものと思われる。

溝跡の北側には、幅2m前後の黄褐色シルト質土が併行して検出され、断面観察により12号溝跡に

関連する掘り込み(遺構)であることが判明している。

内部からカワラケ片や内耳鋼片が出土していることから、中世の遺構として考えられ、その様相か

ら中世居館の堀跡を想定するものである。

第100図12号溝跡と土層断面(1 :60)

13号溝跡(西2区)

幅40c皿弱の溝である。内部より遺物の出土はないが、中世井戸跡とした円形土坑内の覆土と同様の

暗褐色を呈する粗い砂質土を覆土となるため、中世の溝跡と考えられる。

14号溝跡(西2区)

幅60cm前後、深さ20cmを測る。 13号溝跡同様に暗褐色砂質土を覆土とする遺構で、内部からの遺物

の出土はないが、中世の遺構と考えられる。
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さま, �+8-ﾂﾂ�粕梯�・穴 �-ﾂ�ニ只 碇梯�艇�r�-b�I// 劔剏R 刹ﾊ 剴ﾐ 俯B�寅 �=��

幸伍 ��ﾙ62���/// ��I// ����ﾂ�ﾖr�● 紅 剪�三三 ��I// 僮// ��ｨ7��II/ 梯��/// 白��

蟻 亳���6uﾂ�n 俟r�白 冉ﾘ���劔�+･ﾒ�せ] �+編�n 剩� �+編�n 問�n 僮"�

口 �8ﾒ�/ へ 艇�r�-b�爪 �6r�爪 梯ﾒ�-b�偖ﾈ���ト、 偖ﾈ���凅��群 �?r�巾 梯"�-b�爪 凅��爪 仗��m �-ﾂ�

恒 管タ」 やヽ 剪� 詮 卓 も 寅 常 態 某 韓 鯖 壁 悼〔 台 ��ﾒ��B�������6x6ﾒ�ｸ�ｨ�ｩ?�(R�ｺ��･ﾒ�愆����R�串 良 II/ 口 調 † ト /“ へ 韓 璧 ト ノ● へ 韓 駆 出 轄 蓮 埋 却 博 ∞ ● 壁 乘��=������6r�-b���R���ｭ���R�6x�����-b�ｭ�����梺�ﾓﾙ�"�七¥ ノノー へ 韓 璧 蛾 亡=:+ 乘��%｢�白���6r�.%ﾂ��R�ﾖr������ｲ����梺�e3ﾔ｢�蛾 霞 -」 一〇.二〇● 韓 雲 居 ����揩�ｸ�"�}��W��ﾙ��ｺR��(�ｲ����8ﾂ�魔�丼ﾒ�8ﾂ�YB�ﾎR��2��x�ﾂ��8-b�ｹr�z2��8橙�蓼蔗�������X爾��ｨ�｢�¥y7���ﾇR(�"�ト〇 十も 上土 蛾 霞 e 培 1-〇十 七¥ N ● 常 盤 恒1 轄 蓮 嬰 直 情 ○つ 韓 雲 刋2�僵rﾒ�叶 偬H爾�叶 寅 II/ Iト 俟r������ﾂ�fﾘ���叶 僵x爾�叶 乘��叶 乘��

常 襲 距 蛾 トノ ーi.-.⊃" 韓 刮≠ｫ トノ ー、二〇 ��X奢�ｲ�6x6ﾒ��ｲ"ﾘ蓼�｢�†蛍〇 二二 刳� 凾ﾆへ 三二 某 彊 鋳�7��i?�?��｢�劔�-b�ノ/" へ 

韓 璧 居 辛く 亊�����ｸ����*ﾒ�轟 璽 酉 年く 冕R�Fﾂ�ｨﾒ����烹�O��R�ﾖﾒ�*ﾖR�ｶ��韓 璧 蛾 劔)ﾈ8ﾒ�ｶ���ﾏｹjR�Fﾂ�ｨﾒ��ﾈ�ﾂ���劔亊�����ﾖr�韓 璧 紅 

噴 出 諜 韓 ����ｩ����x8�,H+��F��皦���"アてこ 罵 轄 堕 せ 粗 常 山⊃ �#x�X+��r�F��益(��凭ｲ��ﾂ�ｶ��傀��R��Y�2�告‥ 叶韓 ..匝王 。ここ 叺｢��ﾂ�(��劔十、 白 �6r�8ﾒ�

再 ● 宙 偖ﾈ��R����烹��R�ﾖﾒ�*ﾖR�柩��鍈��R�H�����劔�b�劔刹ﾐ 韓 猛�ｭ��

寅 劔剿^ 講 剌P∃ 亊��整 剴ﾐ �=��寅 劔=��寅 �=��寅 �=��寅 

II/ 劔����凵d個 亊��唖 �/(/ 白��/// 剩白��/I/ 碇梯�II/ 碇梯�/// 

蟻 僮"�犠 劔箕 劍ﾗX,b�蟻国 乖ﾒ�僮"�白 僮"�蟻 亳��白 僮"�白 僮"�∩ 僮"�

□ 猛�某 劔嚢 ��ｲ���ｹD"�□凶 刋���-ﾂ�爪 仗��□ ����巾 仗��巾 仗��m 仗��

( 重 く,」 ¥、〇一/ 珊 襲 僣��楷��*ﾘ�｢�【、 ��ﾈ+2�しっ ��X�ｸ�ｸ�b�ト、 �6x���へモ 凵宦� �� �1-〇十 ��ﾈ�ﾒ�∝〕 ����しっ �+X�h,"�ぐ!つ �6x�ｲ�N ��ｨ�ｸ+2�卜二 

∞ �6x���寸 寸 伜(,"��ｨ�ｨ��⊂⊃ 1〇十 ��ｸ,"��ｨ�ｨ�ｨ�b�⊂⊃ 1喜「 ��ﾈ�ﾒ��ｨ�ｨ����ｸ,"���劍�h,R��」で⊃ 伜(,"�寸 1喜「 ��ﾈ椶���寸 �+X,R��くす 郵,"�oつ �*ﾘ,"�

韓 嘩 � �� �� �� ���� ���� �� �+X,X,"�*ﾘ,2� �� �� ��

主と主 � �8椶�中 ��ﾈ椶�(X) �-h8"�〔や �+X,��乏� ���� �*ﾖR�寸 ��ｸ�ｲ� �� �� ��

華恒 璧 剴�ﾘ�ｨ����〔-一 〇つ �8�"��ﾘ��○○ 1-十 �*ﾖR�亡、 「-「 ��r�披�劔披�C賀 ��ﾃR�
1-十 ��○○」 凾ｮ/つ 劔凵u-」 ��Rﾘ�R�N 

静 態 □ 凾ｭつ �� ����く牟 ����寸 乏��� ����ﾈ�ﾒ�くす ��ﾒﾓ��⊂之 �5�,"�畔 ����く二さ ����⊂‡ �*ﾙe8*ｲ�
⊂⊃ 「-」 劍�ｸ�ｸ�R���○○」 N �*ﾘ�ｲ��ｸ�ｸ�ｲ�⊂⊃ N ��ｨ�ｨ����N 毎 時 H 叶 「“〇°“ 卜“ 劔 ����寸 �5�,"�C直 册8-bﾒ�寸 ����寸 ����∞ �+X�h,"�

「““" 壁 軽 凹 型 叶 「“““ ��� �� �� 劔��"�ﾘﾂ�h���"�ｩ�����1-〇十 ��Rﾘ��1-十 ��ｨ�ｨ��○○」 ��ｸ�ｸ�b�一〇〇 ���ｸ�ｸ�R�「-「 ��ｨ�ｨ�ｨ�b�〇〇十 

駐 韓 劍���憫 傀��軸 ����髄 ����轟 剌� ����潤 剋O 假��愚 ����髄 假��首 豫｢�首 假��首 睡 

憮i[吋 劍��ｨ��N ��ｸ,"�寸 ��h,R��く⊃ �6x�ｲ�Cに) �1--1 披做��○○」 N 凵･〇〇十 俘B�ぐ/⊃ ����uつ �*ﾖR�ぐ、、 ��ｸ�ｲ�Cわ ��ﾈ�ﾒ��X�ｨ��〇〇十 「-」 
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恥 輩 冤 高 下ー �� 窒��ﾒ��｢�� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 窒��ﾒ� �� 

韻 俔��蔗�几�6r�紅 ト、 中 京 I// 剄g 十、 韓 雲 叶 寅 ��ｸ�"ﾒ��ﾖr�������)�����ﾖr�紅 俟r�叶 乘��紅 乘��叶 乘��叶 寅 II/ 俘(爾�=��白��叶 冉ﾕﾂ�叶 俟r�巧一 寅 II/ 口 調 韓 韓 軽 口 叶 俟r�����ｭ��ﾜr�ｩ��鼠 整 「 × 」 叶 寅 II/ 白 鳳 ・ト、 刄gや 鎖 ��卜や 鎖 

ト、 ● 塙一 僮"�碇梯�ト 劔劔僮"�)ト 劔剴ﾐ 乖H*ﾒ��%�� �)ﾒ�

巾 ● 閏 剩� 山 箭 僮"�e��ｭ��劔劔爪 /1 _二> 凩���ﾂ�+�ﾒ�剴ﾐ /I/ 剪���I"�或・ せ]紅 剿� 簿 †ト ��経 緯 了ト 

寅 劔劔=��寅 剴ﾐ �=��蜜 亊���%｢�ノー へ 僮"�冕��m 韓 ��6r��8*ﾘ,b��ﾘ唏ﾔ���ﾘﾏｸ棈ﾍ��

II/ �ﾒ�劔粕梯�I// 僮I/ 白��I// ��R�或 碇梯�† �-ﾂ�碇梯�

白 �+編�亳��蟻 刄g 僮"�農 剩� 僮"�白 俟r�せ] 問�紅 艇�R�?���著6r�

十⊂" 呂 ● 潮 羅 ● 詮 潮 劔-ﾂ�輔 刄� ����十、 佶��巾 �-ﾂ�十、 �-ﾂ�巾 仗��ト 佛��巾 �6r�輯 �6r�令¥ 假��首塞 刄g ��ト、 

憧 「プ」 やヽ 刳� 乘��=������6r�.%ﾂ�ｭ��ﾜr�ｩ��=��梯��I"�乘��紅 俟r�����ｭ��奉�ﾅ��=R���R����ｲ�y��6x���I"��"�皦�ｩ?��B�叶 乘��叶 俟r�����ﾗR�;��ﾖr���?｢�*ﾂ�,h�ｨ4r�叶 乘��叶 俟r�叶 寅 /I/ )ト や¥ 韓 璧 叶 蜜 /I/ 白 鳳 ��B��(�ﾒ�紅 俟r�叶 寅 /I/ n 乘��塙- 乘��=������6r��h-b�ｭ��ﾜr�ﾅﾒﾒ�=��梯��I"�冰ﾈ6r������ﾂ�ｩ��=��白��ﾏｲ�+"�ｭ��ﾉ��*ﾙ?�ﾂ�U��ﾕ��ｭ��ｨﾒ�{�6r�����I"�e�� 乘��=������6r��h-b�ﾘﾂ�yR�6r�6r�I"�e��

寅 猛�仂｢�剴ﾐ �=��短 剿ｨ �=��寅 劔冦 �=��寅 猛�

/// 俘ﾂ�粕梯�假ﾈ���I// 梯��I// 凉�8ﾒ�/I/ 碇梯�II/ 刳ﾘ ��"�凵� ト、 白��II/ �<r�亊�� 亊��

白 剪�6r�亳��)ト 僮"�Iト 亳��n 僮"�n 刹a 俔��剩�6r�1ト 劍ｶ�� 亳��

爪 舒ﾂ�凩��十、 ����や¥ 仗��や¥ ����巾 猛�爪 偖ﾈ���□ �$��十、 偖ﾈ���ノー へ �-b�令、 假������ ����

( 重 く,⊃ ¥ヽ○○/ 岬 襲 ���$����ｨ�ｳ｢�N 剋Rつ �6x���トー �+X����寸 ��ｸ��ﾒ�1-十 ����寸 �9+ﾂ�寸 ��ｸ�"�ト、 宙ｬR�寸 ����〇〇十 �8椶�しっ 凾ｵ」つ ��1一〇十 

C賀 �*ﾖR���ｸ,"���ｨ��(X) �8椶���〔¥- ��r�C賀 ��ｸ�ｲ�」で) ����寸 ��h,R��○つ �*竏�ﾂ�寸 畔�ｲ�○つ 郵�ﾒ�⊂> 〇〇十 舒ﾈ示���耳�ｨ����ｸ�ｲ��� ��ｨ�｢��ｨ�ｨ��

竃 噴 � ����8ﾘﾂ��� �� �� �� �� �� �� ��印 N 1-○ �� ��ｨ�｢��｢ﾘ�R��Rﾘ�R���ﾈ�ﾒ�9.�� ��

韓 雲 凵ｼさ ��冉ﾙ?��⊂さ 冉ﾙ?��くつ �+X,��e 乏� �� �� �� �� �� ���+X,�� �*�,"�
くe 「-「 劍*�,"�ト、 ����種つ 披�「ミ㌔ �*籀,"�劔劔劔���� ��ｸ�ｲ�

「〇十 ��Rﾘ�R�N ��ﾘ��1○○「 ��Rﾘ�b�「-「 劔劔劔儂 ��ｸ�ｲﾓ��

韓 蟻 □ � �������ｨ��ｲ�⊂⊃ 1尋 ��X�ｸ�ｲ�fﾙ?�� �-h8"�○○ 披�く♀ ��R��寸 ����」で⊃ 披�N 披� 披�寸 ��������N 

1-十 ��ﾘ��披�N 鑓,"�○つ ��ﾈ�ﾒ�⊂⊃ ����十〇十 ��ﾘ��〇〇〇1 �*竏�ﾒ�郵�ﾒ�Uつ ��h,R��「“““ N 逆 転 哩 豊 中 トー 册5ﾅ�� ����「“““ 鞋 轟 凹 型 叶 劍�X�x�x�ｸ�ｲ�¥r�ﾇ��劼�ﾅ��ｩ����ｲ��� 凵Z〇十 ��ﾘ��「-「 偖ﾈ�ｨ��1-十 ��ﾒﾓ��〇一十 ��ｨ�ｨ��〇一一i 舒ﾈ痔��1-〇十 �1-〇〇十 ��X�ｨ�ｨ��「〇十 凵u〇〇十 ��ｨ�ｨ�｢�

閏 誰 劍�2�首 憧 劈� 兒��鮒 �,ﾒ�恵 佝"�恵 假��首 假��首 假��首 假��首 �,ﾒ�軸 假�����首 唖 剪ﾍ 兒��

憮i[叶 劍�ｨ�ｨ��N 凵Z〇十 披�ぐ/つ ����して⊃ ���ﾒ�亡へ- ��ｸ�ｲ�C賀 ��ﾈ�ﾒ�看 披��X�ｨ�ｨ�｣��○つ 1-十 ����Uつ 「-「 �*ﾖR�〔、- 「"細1 ��ｸ�ｲ�⊂わ 凵u-」 披�
して) 劔劔劔���ｨ�ｨ��1〇〇十 劍�Rﾘ�R���X�ｨ�ｨ�ｨ����Rﾘ�R�「・「 
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粗 壁 � �� �� �� �� 冖r�8ﾒ�6r��"�惲�ﾏｲ�白��茜 �� ��( 図 �� �� �� �� �� ��

輩 出 ● 潮 彊 ● 詮 翻 俔��ｵ��紅 十、 轟 璧 塙一 寅 /// 白 山 ● 閏 致 せ] 鞘 読 乘��=��白��I"�e���ﾂ�)��叶 乘��紅 俟r������ﾂ�ｵﾂ��ｨ�ｨ�｢�紅 ��r����ﾄ���b�ub�ﾖr�紅 僵x爾�俟r�紅 俟r�乘��紅 俟r�ト 乘��紅 俟r�叶 俟r�†ト 俟r�����ｭ��ﾜr�ｿ��|r�梯��I"�

短 冕���｢�十、 偖ﾈ���冕��劔�=��劔=��偖ﾈ���寅 偖ﾈ����-ﾂ�ｭ��

曳 碇梯�I// 剿m¥ �8ﾒ�ロ �/I( 劔�/I/ 劔II/ 刄� 碇梯�† 

蟻 �+編�白 僮"�傅ﾂ�へ¥ �-b�僮"�劔僮"�剿���-b�Iト �6x���

□ ��"�爪 仗��十、 ����ロ �8ﾒ�十、 仗��偖ﾈ���ト 偖ﾈ����-ﾂ�ト 偖ﾈ���/- へ �-ﾂ�ト �8ﾒ�」へ 梯�-b�ト 凉X爾�

憧 .=,」 や¥ 乘��%｢�梯��I"��"�������ｭ�����ｩ��=������6r�.%ﾂ�ﾖr�I"�ｭ�����ｩ��=��白���6r�-b�ﾗR�叶 ��X��(�(��ﾂ��ﾂﾒ�4Tｲ�6x���冉ﾒ����ｭ��Zﾂ�Krﾒ�叶 ��ｸ�ｸ�ﾒ��X��｢�}B�)��Zﾂ�ﾖr������ｲ����ﾖr�����I"�e��ｭ��高一 ��ｸ�"��ﾆ��h�ｸ�ｲ�zb�6r��6r����ﾖr�呂 箕 嚢 轄 蓮 車 粗 博 くす 紅 乘��注 目ニ 轄 e 重 く_) く○ ○つ ) 掌 oつ 韓 . 叶 剄g 十、 箭 璧 †ト 十、 白 山 韓 �6uﾂ�中 京 /(( 白 面 ● 甘 刹a 口 軽 恒 叶 俟r�紅 侶ﾂ�,�*ﾒ�+癖���冉ﾒ�����R�6uﾂ�叶 俟r�6r��ﾂ�6uﾂ���-b��X6r�6r�I"�e���ｲ�紅 刎��{¥ 率 ト、 )卜 〈 ● ト 乘��塙- 短 II/ Iト や¥ 韓 塞 叶 寅 I// 白 

雫 �=��寅 剴ﾐ ��Uﾂ�十、 �%｢�寅 劔寅 剴ﾐ 劍6ﾘ�ｲ�-b�寅 刄g 冕��/ へ �=��巾 韓 

I// 梯��/I/ �/// �8ﾒ�ロ 粕梯�I// 劔I(/ �/I/ 劍�R�/// 刄� 粕窒�† 嫡梯�

蟻 僮"�白 僮"�蟻 著6r�へ �-eﾂ�)ト 曝6r�亳��著6r�僮"�剄g 問�蟻 �-b�Iト 俟r�)ト 

ロ 仗��m �-ﾂ�□ ����ロ �8ﾒ�や¥ 凩���8ﾒ�/ へ �.(���猛�ト 偖ﾈ���十、 仗��口 �8ﾒ�令、 �6r�へ 假��

・(¥ 白 く_) ¥-_-/ 岬 襲 �;"�kr�ト、 ��h,R��○? ��ｳ��ヰ ��ｸ���⊂三 册8��ﾒ�可 ��ｵﾂﾒ��*ﾘ,"�寸: ��h,X�ﾂ���X�ｨ��Cや ��R��C直 �"�Uつ �2�∝之 �*ﾘ�｢�ぐや 册8���

寸 「-「 �+X�h,"�寸 ����⊂⊃ 「〇十 ��ｸ�ｲ�○つ 披�○つ 披��*ﾖR�くつ �6x����6x���○○ ����○○ で〇〇十 亳��ﾒ�ト、- 披�くe ����〔、- �+X,X�ﾒ�

韓 噴 �� �� ��ﾈ�ﾒ���� �� ��X�b�+X-ﾈ*B� � ��Rﾘ���*ﾖR�⊂⊃ 〇一十 〇〇〇十 � �� �� �� �� �� 

韓 璧 �*ﾘ*ﾙEb�����ｨ�ｨ�� �� ���ｨ�ｨ�ｨ�R�fﾙ?���ﾘ�ｨ�� �� �� 凾ｭe しこ ��ｨ�｢��ｨ,2��耳璽�� � ��������Rﾘ�b� 披��Sｲ�ｮﾂ� ��ｸ�ｲ�.�� �� �� 

韓 �*ﾘ,"�⊂⊃ �-h8"�⊂さ ��ﾂ�� ��ぐ!つ �� 凵ｼ! �� 凵ｼ~ �8."�〇三 �*ﾘ,"�寸 氷,"�寸 ���� �� 

蟻 ロ �8,B��q⊃ ��ｸ,"�寸 ��r��1〇〇十 剪�∞ 劍ｩ�����債�ﾘﾂ�寸 披�寸 �+X*ﾘ�ﾒ�Uつ 册8��ﾒ�∞ �*ﾘ,"�
「-」 ��ﾘ�ｸ�ｲ�1○○「 迄�ｨ�ｨ���1喜「 剩��¥r�ﾇ��劔N ��ﾘ�ｨ��「-」 ��ﾘ�ｨ��「-」 凵u-」 披�

躍 剌S 假��首 假��塵 豫｢�軸 佗R�憫 ����(饕�ﾔｸ蔗�憫 假��傀��怒 ����髄 假��畦百 十≒ 兒��首 假��首 假��

誰 劔劍���劔哩 世 叶 ∞ ����,R����哩 世 叶 ○) 劔剋� で 剞� ���唖 ���

憮i亡叶 凾ｮ!⊃ ����uつ �*ﾖR�ト、 ��r�⊂轟 ��ﾈ�ﾒ��ｨ�ｨ��「-十 〇○○-1 披��ｨ����ﾒﾘ�b�N 鑓,"���Rﾘ�R�N ��ｸ,"�寸 ��h,R��q⊃ ��ｲﾕ��○○ ��ﾈ6鋳�⊂⊃ 「-「 ��ｨ�ｨ�｢���ｨ�ｨ��
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輔、 壁 刪ｩ トー N �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

輩 出 ● 翻 羅 ● 詮 翻 �;"��ｨ蔗���X6r������ﾂ�ﾖr�6r�･ﾒ�ｭ�����ｩ��=��白��ﾏｲ�+"�ｭ��紅 乘��了ト 俟r�紅 俟r�了ト 俟r�����ｭ��奉��8���ﾂ��-b��R�ﾖr�����I"�e��ｭ��ト、 俟r�{→¥ ′- ト ト¥ )卜 俟r�紅 俟r�中 京 I// Iト や¥ † ト /" へ 計〇 十 竃 璧 紅 俟r�畠- 寅 II/ 白 鳳 ● 閏 乘��j�����I"�e���ﾂ�粉�紅 乘��了ト 十、 韓 塞 叶 蜜 II/ 白 乘��叶 僵x爾� 乘��

寅 劔劔����十、 ● ト¥ 刄g �6r��ﾂ�6x���劍����寅 �-ﾂ�ｭ��寅 �=��寅 ��寅 

十、 白��劔劔† 劍�R�刪ｽ �ﾒ�ロ 梯��梯��II/ 粕梯� 白��

蟻 僮"�白 劔十、 刹a 劍�X6r�刄g 劍+編�せ] �-b�白 剩� 僮"�白 ��n 

口 �-ﾂ�巾 �6r�十、 偖ﾈ���堅 �6r�ロ 梯�-h���十、 偖ﾈ���ノ′ ¥ �6x���/● へ 梯�-b�十、 凅��離 �8ﾒ�爪 假��巾 仗��爪 ��巾 

憧 .ナ」 やヽ 刳� 寅 /// )上 嶋へ 韓 璧 中 京 /// 白 鳳 † ト ト 白 鳳 韓 軽 口 倉 亳��ﾏｲ�ﾇ��=R��X6r�����I"�e���ｩ?����軽 口 塾 ここ 叶 蜜 I// Iト や¥ よこ¥ 僵x爾�=������6r�.%ﾂ��ﾂ�ﾅﾒﾒ�†ト 几�6r�����ｭ�����ﾖr�{ヽ ト ト、 )卜 〈 † 紅 十、 韓 璧 †ト 侶ﾂ��ﾈ�ｨ爾�屬�齎���冉ﾒ�����ﾂ�ﾖr�����ｭ��ﾉ��ﾖr�卜¥ /" へ 韓 璧 紅 俟r�玉 髄 俟r�����紅 ト ● 卜、 �6uﾂ�ト、 ��ｵﾂ�ﾜ��6r�冉ﾒ�*ﾒ��R�6r���ﾂ�-b�ｭ���2�ﾖr�����I"�e��ｭ��ｶ�����2�紅 乘���ﾂ�叶 俟r�叶 �6x�����-b��R�+ﾂ��2�)��ﾜr��ｵﾂ�x��+����冉ﾒ����ﾘﾂ����ﾖr�叶 俟r�牢 ��サ 

蕾 佗R�蛍 �=��偖ﾈ���十、 �6r�十、 �6r�〕、● トノ 一一二⊃" �/" へ ● サ 辨U��劔�6r�

憧 主二王 从ﾂ�皦�ｩ?�?��恒 ヒ〇二主 粕梯���僮"�e��白 鳳 僮"�e��白 鳳 僮"�e��韓 噴 紅 劔俔��劔僮"�e��

周回 ��ﾘ8ﾒ�書直 仗���,h+�?��｢�仁∠主 �7��ｨ甁�ヒ二王, �,h+�,bﾂ�佶��軍 梯�-b�俎R�����食 偖ﾈ���寅 ��軍 剞H ��玉 

韓 乖ﾒ�韓 亊����ﾙ|｢�咽た 假ﾈ���増□ ��ﾘ8ﾒ���ﾂ�ﾖr�/I/ ��ﾂ�ﾖr�亊��粕梯�II/ �8ﾒ�II/ 亊��I// 僮I/ ��/I/ 

蟻 亳��蟻 劍ｶ��蟻 亳��蟻 亳���)ト 劍ｶ��僮"�白 �-b�白 亳��n 冢 ��白 

□ 佰ｲ�□ ����十、 ����□ ����□ ����ト 偖ﾈ���令¥ �6r�/" へ ����ト �-ﾂ�巾 �8ﾒ�爪 ����巾 �6r�爪 ��爪 

( 重 く_) ¥一〇- 画 聖 僣��楷���ｸ�ｲ�(X) ��Rﾘ��くe ����ぐ(⊃ ��ﾈ�ﾒ�く、くつ �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

〔二 N ����くつ ��Sｲ�〔、- 尾��し轟 ��h,X�ﾂ�⊂⊃ ⊂; 1○○」 �8."�*(�ｲ�「○○ 章二 1〇一〇 �6x�ｲ��ﾈ�ﾒ���ｨ�ｨ�｢�雪 ⊂轟 �-h+2�+X,X�ﾂ�寸 〔÷ ���ｨ�ｨ����*��ｲ�N 章二 �(b��(�ﾒ�くe 寸 氷,"�*蝌,"�ぐ♀ 寸 ��ﾈ�b�ｩ�*B��Rﾘ�R�N し轟 ��r�8,2�N <富 ��Cお し轟 

韓 噴 凵ｼ⊃ くe �� ����+Xﾘﾂ� �� �� ��山⊃ Uつ �� �*ﾖR��ｸ���雪 山⊃ ��ﾈ�ﾒ�*ﾙ?�ｲ��ｨ耳��N u⊃ �� �� �� �� �� 

韓 璧 凾ﾖ〕 oつ N �� ��ﾈ*��ﾌ2��ﾘ��⊂⊃ へこ 1-十 �8."��ｸ�ｲ� �*ﾖR�fﾙ?��くe し轟 〇〇〇〇〇 ��「-十 〇つ 〇一十 �� �� ��ｳ������ �� �� �� �� �� 

韓 軽 口 凵Z°! 披�くくさ �� ����雪 ����へモ �*ﾖR�〔二 ���� �� �8."�くつ �"�雫 ��ﾉEb�e ��ﾈ蔗�」で) �*ﾘ,"� ��ﾇ��

鞋 轟 哩 �*ﾘ�ｲ��ｲﾘ�b�〇〇〇」 N �8椶��Rﾘ�R�凵� 披��ﾘ�ｲ�○○ ��ｸ,"��Rﾘ�b�くe ��ｸ,"��X�ｨ��くe 劔Uつ 披�N �*ﾖR�寸 鑓,"�ト、 �6x���トー � ��ﾈ�ﾒ�

〇〇十 ��1-○○ 劔N ��ｨ�ｨ��〇〇〇〇 ��Rﾘ��「○○」 偖ﾈ�ｨ�X��1-〇十 ��Rﾘ�b�〇〇十 儂 

湛 劍���掴 傀��憫 傀��十主事 十三 ��皦饕��咤�世事 玉 兒��鮒 俯"�搬 俯"�搬 儉��慈 仭��藍- 假��軸 假��首 假��首 假��舌 

誰 刮d 叶 ⊂) 劔剴ﾅ口 ÷ 俯H�b���+�+��事 。-こ→ 劔劔劔���唖 ���唖 ��r�睡 

樽i亡中 劍�Rﾘ�b�N ��ｸ,"�くす 氷,"�くe 冉ﾘ���○○ ��ﾈ.ﾒ�⊂⊃ ��ｮﾈ�b�N ��ｸ,"�寸 伜(,"�くe �6x��ﾒ�○○ �8.ﾒ�⊂⊃ ��ﾘ��N �*��,"�寸 伜(,"�くつ 「““" 劔劔凵u-」 ��耳��「〇十 ��ﾒﾘ�b�「○○ ��ﾘ��十一十 ��ﾘ��▼〇〇十 ��ｨ�ｨ�｢�N 披�N 披�N 披�N 
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練、 輩 � �� ��壷 ⊂) くつ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

輩 出 ● 翻 羅 ● 詮 翻 俔��蔗�紅 俟r�紅 俟r�佛ﾘ爾�ﾅ"������卜、 /′" へ ● 了ト 俟r������R��ﾂ�ト //“ へ、 ● 紅 俟r�6r��ｲ����ｩ��=�����ﾏｲ�+"��R��X6r������2��B�ト¥ ノー へ 韓 璧 中 富 /I/ 白 山 † 紅 十、 韓 蟻 俟r�紅 俟r�卜、 ノ′ へ、 ● 了ト 僵rﾒ�%｢�白��I"�叶 寅 /I/ 白 乘��%｢�白��I"�紅 �+ﾂ��2��ﾂ�ｩ��j��白���6r�紅 俟r�紅 俟r�紅 俟r�紅 
十¥ 偖ﾈ���ト �6r��-ﾂ�ト ��ﾈ�ﾂ�-b�十、 �8ﾒ�□ 偖ﾈ���ト �6r�十、 �-ﾂ�巾 猛�十、 ����ト 偖ﾈ���ト 偖ﾈ���ト 偖ﾈ��� 偖ﾈ���

恒 _プし 車へ 俟r�叶 蜜 /// 白 山 ● 塙- �6uﾂ�叶 蜜 II/ 白 鳳 ● 叶 刹a 口 軽 惇 叶 �6x���ト 俟r�紅 乘��紅 俟r�紅 俟r�叶 乘��叶 冉ﾘ���塙一 俟r�紅 俟r�卜、 俟r�紅 ��X6r�

寅 II( Iト 梯�-b��ﾂ�ﾖr�寅 /I/ Iト 剿ｨ II/ 白 劔ト † ト、 �=��碇��I"�剌¥、 ● 卜、 刹ﾊ /(/ 白 �%｢�梯��I"�寅 /I/ 白 梯�-b��ﾂ�ﾖr�寅 /I( )ト 劔/● へ ● 紅 

ト 凩��ト 凩���-ﾂ�/ へ �6ﾘ�ｲ�-b�十、 �6ﾘ�ｲ�-b�巾 �6r�ト 梯"�-b�十、 仗��巾 仗��十、 �.(�����十、 偖ﾈ���ト 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���十、 

言へ 重 く⊃ ¥、〇一ノ 哨 堤 僣��楷�u⊃ �+X�h,"�⊂⊃ �6���*竏�ﾒ�⊂⊃ ��ｸ�ｲ�寸 册8-b�く♀ 册8-bﾒ�くつ ��ｸ,"�寸 �6x�ｲ�N ��ｸ�ｸ�b�くつ ��ﾈ�ﾒ�Uつ ��ｨ�ｨ�ｨ�R�∞ ��ﾘ�ｨ�ｨ��ぐ!つ ��h,X�ﾒ�寸 

〔二 ��(�ｲ�∝i �6x+���6x�ｲ�しく⊃ 1〇〇〇 �9n��しで) �*ﾘ,"�寸 ��ｸ.ﾒ�1尋 ��ｸ�ｲ��X�ｨ��くつ �*�*B�しこ �*ﾘ+2�「〇十 ▼〇〇十 ���?��⊂; 「○○」 ������ｨ�ｨ�ｨ��Cわ �8椶�【÷ �*ﾘ��R�Uつ 

講 噴 �*ﾘ9���ﾈ�ﾒ��ｨ�ｨ�ｨ�b�oつ Oi �� � �� �� �� �� �-h8"��Rﾘ�b��ﾓ�� �� �� �� �� �� ��

竃 璧 �� �� � ���B� �� ���� �-h8"�N ��亡ヽ ��ｨ�ｨ��くす: 披� �*ﾘ6���C賀 ��ｨ�ｳｲ�oつ ����く♀ ��「-「 
聴 ● 図 〇) 凵ｼ⊃ N 劔⊂⊃ 1"-」 凾ｭ「 「-」 ��X�ｨ���ﾘ�ｨ��披���ｨ�ｨ�ｨ�ｨ��○つ 〇〇十 ��ﾘ�ｨ���"ﾘ�R�「〇十 1-〇十 僂賀 ��ｸ�ｲ�○○ ��ﾉ+ﾂ�⊂轟 ��r� �6x���

韓 蟻 口 �� �� 凵�) �-h8"�⊂⊃ ��ﾈ�ﾒ�∝) 披���e 披�ヽ♀ ��寸 郵�ﾒ�寸 �-h8"�u⊃ �*��,"�9fﾒ�寸 ei ��ﾈ�ﾒ�寸 �� �� 
N 鞋 軽 哩 ′田 商 事““ �*糲,"���① 1一書 �����X�ｨ��くつ 「-」 ��Rﾘ�R�ﾘB���ｨ�｢��ｨ�ｨ��寸 l○○-「 ��ﾈ�ﾒ��Rﾘ�R��*糲,"��ｨ��○つ 葛-「 ���ｸ�ｳ���ｸ�ｸ�b�⊂つ 1-十 ��ｸ,"��耳�ｨ��凵ｼ⊃ 〇〇十 ��ﾈ�ﾒ��ｨ耳�b�

鱒 剋� 假��首 抜�厥��軸 ����鮒 �:ﾂ�軸 俯"�髄 兒��細 事 守口 佝"�恵 曵R�輯 �,ﾒ�」二重 十三 �9�����蔗�」蛍 十三 偖ﾈ��自�x蔗�. -干≒ ��皦饕����� 偖ﾈﾊｲ�耳8(7��

鵡 刪｠ ��r�唖 ��r�劔劔劔劔雫」 ‾:こ→ 俯H*B���+�+����畢う 「ニー 倬h*B���+�+��R�膏却 ÷ �<Xｦ2���� 俎�:"�薰�

憮i[小 刄gー ��r�⊂わ ��ﾈ�ﾒ���Rﾘ�b�N �*糲,"�寸 郵,"�くe �6x���(×〕 �8*��⊂⊃ ��ｨ�ｨ��N ��ｸ,"�寸 �+Rﾘ*ﾘ,"�u⊃ �'Uﾂﾒ�○○ ��ﾈ.ﾒ�⊂⊃ ��R"ﾘ�b� 披�N 披�N �*���ﾒ�葛〃““ 劔劔�1〇〇〇十 ��X�ｨ�ｨ��1〇〇十 ��Rﾓ��1○○○○ ���ｨ�ｨ�ｨ�b�〇〇十 ��Rﾘ���「-「 ��ﾒﾘ�b�N 披� 披�
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禅、 壁 � �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��( 図 N くつ �� 

ゞ芸 俔��)'R�†ト ��X6r�紅 十、 器 量 中 京 I// )ト や¥ † 紅 俟r�叶 乘��叶 俟r�叶 寅 I// )ト 乘��叶 乘��叶 乘��丈 ,⊃ 乘��=��梯���6r�{、¥ ー● 下 心 I卜 俟r�{¥ 幸 ト )卜 〈 ● 紅 十、 韓 塞 叶 寅 II/ n 俟r�紅 ��x6r�{ヽ¥ ㌣ ト、 I卜 俟r�乘��=��白���&��?����2��R�塙一 兵 /// /イ _> 輯 † 

十、 剴ﾐ �=��蜜 �6r�や、¥ �%｢�寅 �=��短 �=��凩��〈 剪ﾜ 劔〈 劍ﾖr�紅 

韓 僮// 粕梯�/I/ �� 粕梯�II/ 粕梯�I// 粕梯�ヽ ��● 紅 刳ﾘ 劔● †ト 劍6r�十、 白 問�白 �6r�紅 曝6r�Iト 僮"�Iト 僮"�恒 俟r�劔劔問�白 
二だ 宙 ● 翻 罷 ● 詮 潮 剌¥、 偖ﾈ���首 偖ﾈ���爪 猛�巾 梯ﾒ�-b�ト �-b�へ �-ﾂ�や¥ �-ﾂ�鵡 �6r�ト 偖ﾈ���首 �6x���十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ����-ﾂ�m 

恒 .ブし やへ 俟r�6r��ﾂ�?��叶 乘��辛 華 南 白 菓 トノ ー-.=暮 韓 韓 韓 塞 了ト 凛闔｢�手ト 俟r�紅 乘��=������6r�叶 俘(爾�塙一 軍 II/ 白 鳳 ● 叶 乘��叶 �.b�塙一 軍 /I/ 白 鳳 ● 叶 俟r�紅 乘��叶 寅 II/ 白 鳳 ● 叶 俘(爾�=��梯��I"�e���ﾂ�ｩ��紅 几�6r�塞 塾 ここ 叶 刳� 寅 I// /▼ _> 輯 † 紅 十、 白 山 蟻 乘��=��白����ﾂ����2��R�ﾖr�����I"�e��ｶ��

寅 �=��寅 剴ﾐ 劍����令¥ �%｢�寅 �=��蜜 �=���=��剴ﾐ �=��短 劔j��

I// 碇梯�II/ 僮I/ 劍�R�† 梯��/I/ 粕梯�/// 粕梯�眼 粕梯�僮I/ 白��I// 剩白������□ 

Iト 綿6r�Iト 剩� 劍6uﾂ�紅 著6r�Iト 曝6r�)ト 僮"�恒 著6r�僮ト 著6r�Iト 剪�6r�偬ﾒ�蝉 

令、 凩��令¥ 偖ﾈ���爪 偖ﾈ���十、 艇�r�-b�ト 凩��令¥ 凩��令¥ �-ﾂ�鵡 凩����十、 偖ﾈ���令¥ �-b�々¥ 偖ﾈ���十、 ��h-b��=R�ここ 

〇一-i← 重 く_) 一〇〇〇一 僣��楷�⊂⊃ 着ｒ�〇〇〇〇〇 �+X*ﾘ�ﾒ� �6x�ｲ�トー �9+ﾂ�⊂轟 ��ｸ�ｲ�⊂) ��ｸ�ｲ�○○ ��し」つ 鑓,"�⊂轟 ��く⊃ 伜(,"�くつ �*��ｲ�○つ �6x�ｲ���ﾈ�ﾒ�Cヽ 

Lで⊃ �*ﾘ,ｲ�寸 「-」 ��Rﾘ�b��ﾘ��oつ 寸 ����寸 ����○○ 伜(�ﾒ�くづ �+Wｲ��寸 披����寸 郵�ﾒ�〔わ �-h8"�8椶�C賀 ��ｨ��ｲ�cお ��ｸ�ｲ�し、、 �*糲�ﾒ��+Xﾘﾂ�山つ 

韓 噴 �� 仂��ﾒ�くe �� �� �� �� �� �� �*ﾘ�｢�くくさ �8."�N 乏�雪 ����雪 � ��
「〇十 ��ﾈ�ﾒ�劔劔劔oつ ��Rﾘ�R�〇〇〇1 ��Rﾘ�R�N 披�「〇〇十 �*��,"�

哨 菓 劔「-」 ��Rﾘ�R�劔劔劔1"○○」 ��ﾘ��1〇〇十 ��Rﾘ�R�「-」 ��ﾘ�ｨ�ｨ�｢�〇〇十 ��ﾘ�ｸ�ｲ�

轟 堅 披�*ﾘ+2�雪 ぐ†つ 「-「 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� � ��

読 蟻 □ �� ��ﾈ�ﾒ�8*ﾓｲ�山⊃ 寸 披�*ﾘ+2�○○ くさ ����+X+��喜一I Ch 冉ﾘ+��+X,R��1--1 �����ｸ�ｳｲ�.寸 �8."�〇〇十 くね �*ﾘ�｢�く手さ じへヽ �� �� �� �� 凾ﾖモ 卜一 �8�竰�+Xﾘﾂ�

〇一十 ��Yt��R�〇・〇〇 ��Rﾘ�b�1-十 ��Rﾘ�b�N �8ﾘﾂ���ｨ�ｨ�｢�〇〇十 �6���X耳示��C九 〇-「 ��ｨ�ｨ��u⊃ 〇一十 ��Rﾘ�b�劔劔駈 ) 轟 哩 里 中 (Y) ��Rﾘ�R�十〇十 

湛 剏l百 十三 停�����首 凉Rﾒ�蛋 假��首 豫｢�首 假��蛋 假��首 假��首 凉Rﾒ�首 假��首 假��藍一 假��藍- 倅��傀��憫 

醍 剋� 一三 倩ﾂ�耳蓼�R�唖 ��r�唖 ���憧 ��r�唖 ��r�睡 ���唖 ��ｲ�唖 �;"�憧 ��r�唖 ��r�睡 ���憧 ���

髄i[叶 凵宸ﾂ �,H+��R�山⊃ �*ﾖR�トー ��ｸ�ｲ�① ��ﾈ�ﾒ�〇〇十 披�⊂Yつ ����山⊃ 郵�ﾒ�亡へ一 ��r�C轟 ��ﾈ�ﾒ�「-」 披�○つ ����山つ �*ﾘ,"����ｨ�ｨ�ｨ�｢�N N 披�N 披�N 披�N ��ｸ,"�ぐつ �*��,"�Clつ 鑓,"�ぐつ �5�,"�⊂つ �*�,"�○つ ����く「 帝���ｸ�ｲ�「寸1 ����寸 ����“書‾‾ 

-62鵜

㊥
瑠
嫌
罷
登
壇
白
亜
　
撮
∞
綜



禅) 輩 � �� �� �� �� �� �� �� 窒��ﾒ���� �� ��( 図 (○ �� �� � � 

輩 出 ● 潮 羅 ● 詮 翻 俔��蔗�ト 俟r�紅 豫2�=��白���ﾂ�粉�紅 几�6r�紅 �6x���叶 短 II/ 白 山 ● 閏 ��X6r�塙一 乘��紅 十、 韓 塞 叶 寅 I// 口 調 ● 朝 議 せ] 俟r�6r�ﾗR�ﾜr�ｩ��%｢�白���ﾂ�+�+��'b�+編�叶 刳� 俟r�紅 ト 韓 墨 汁 寅 I// n 乘��乘��%｢�白��ﾏｲ�+"��ﾂ�粉�叶 寅 (I( )ト や、 ● 叶 寅 (I( 白 面 ● 閏 ���5����jR�8r�ﾇR�ｩ��=��梯��I"�e���ﾂ�粉�叶 寅 /I/ 白 山 ● 閏 劔了ト 十、 ● 叶 

/“ へ ● 紅 劔劍6ﾘ�ｲ�-b��ﾂ�ﾖr�偖ﾈ���軍 冕��離 韓 �>��<r�劍D 刹ﾐ 叢 �=��劔劔寅 

或 劔�ﾒ�ロ 粕梯�II/ 劔梯��僮// 刪ｽ �ﾒ�或 �7���剪ｂ��

せ] 劔倆H�ﾂ�へ 僮"�白 劔%｢�僮"�冢 凾ｹ] �+･ﾒ�ぜ] �+編�劍���

十、 偖ﾈ���十、 凅��十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���鞘 �8ﾒ�爪 猛�笠- 豫｢�II/ 刹ﾐ 偖ﾈ���首 仗�����酪 ��"�離 劔隔 

恒 ーナ」 やヽ �6uﾂ���-b�ｭ������X6r�����I"�e��ｭ��紅 ト 韓 雲 紅 十、 口 調 箭 俟r�叶 ��x6r�{、¥ 〇一 ト ト¥ )卜 く 了ト ��X�"��ｨ�ｨ爾�."�6r�冉ﾒ�*ﾒ�ﾖr�紅 乘��"‾“¥ ′○○ ト ト、 )卜 〈 ● 紅 俟r�叶 短 /// /イ _> 偬Bﾒ�ｽﾒ�����6r�.%ﾂ�ﾗR�ﾜr�ｩ��=��梯��I"�珪一 假��俟r�ト、 乘��=��梯���6r�.%ﾂ�ﾘﾂ�ﾜr�ｩ��=��梯����叶 刳� 杢 ((( 口 調 ● 塙- 乘��叶 價�｢�劍ｶ��������Xﾕ��ｩ���"����ﾈ6r�.(����ﾂ�ｩ��

ト 剴ﾐ �6r�偖2�巾 韓 �%｢�馨 劍6ﾘ�ｲ�-b��ﾂ�ﾖr�m 韓 �=���%｢�寅 俯B� �=��剴ﾐ 

† 僮// �8ﾒ���R�碇梯�-) {〇〇二こ○ 劔粕梯�嫡梯�/I/ 白�� 白���/// 

蟻 亳���=��刄g、 剩� �-b�俟r�曝6r�轟 劔曝6r�著6r�)ト 僮"� 僮"�剩� 

□ ����十、 粕梯�十、 偖ﾈ���ノ● へ 偖ﾈ���爪 �8ﾒ�十、 偖ﾈ�����首 �.%ﾂ�首 刄g 偖ﾈ���首 �-b��.%ﾂ�令、 �-ﾂ�巾 劔巾 

( 重 く,⊃ ¥、--/ 岬 粟 ��r�kr�○つ ��YEb�○○ 乏�寸 郵�ﾒ�N ��ｸ�ｲ�寸 ��Rﾘ�R�N ��Rﾘ��寸 �-h8"� 刮ﾂ �8ﾗr�Ch �9+ﾂ���ﾉEb�⊂⊃ ��R��(牟 劔雪 

Cわ 1-〇十 �+X�h�ﾒ�ト、 �����ｨ�ｨ�ｨ��∞ �6x���⊂費 鑓,"�」で〕 ����寸 ����トー 册8��ﾒ�剞｡ ����N 「〇〇〇十 �*竏�ﾒ�着ｒ�○○ ��ｸ,"�oつ 劔くつ 

読 " �� �9kB�*ﾘ,"�⊂⊃ oつ 「-「 �� �� �� �� ��くつ ⊂直 ���� �� � �� ��剪�

積 雲 �8."��ﾈ�ﾒ��� �� ������絣�下着 〇、; ��ﾈ�ﾒ��ｸ�2� �� �� �� ���� �� � 披�*ﾘ,2��Rﾘ�R� �� ��茜 ∞ ��

韓 蟻 □ ��ﾈ�ﾒ�⊂⊃ ��e 着ｒ�8.ﾒ�⊂⊃ ����8�"� ��ｨ蔗�⊂之 披�CX! ��ｵﾂ� ����X�b�⊂‡ ��ｸ�ｸ�R�N 刪� ��ﾉEb�⊂之 ��寸 ����ｨ�ｸ*ｲ�
トー 1-十 �6x�����ｸ�ｸ�R�披��ﾘ�ｲ���ﾈ�ﾒ��X�ｨ��冓○○-1 1〇〇十 ��h,R���X�ｨ��十〇十 N �*ﾘ�ｲ��ｲﾘ��N 「-「 剪��ﾂ�¥r�J��劼�ﾅ��ｩ��6x�ｲ��X�x�����〇〇十 「-「 ��ﾈ椶��ﾘ��〇〇 〇-「 �*ﾖR��Rﾘ�R�Cり 壁 轟 哩 出 面 ∞ 「"‾ �*ﾖR��Rﾒ(�R�〇〇 〇〇-1 披��X�ｨ�� 披��X�R� �*竰�債�○つ ▼〇〇十 

鱒 剋ｲ 儉��髄 佝"�十蛍 十手 倆H��ｼ｢�〇 十三 ��｢��蔗�恵 俯"�首 假��首 假��首 劈� 兒��首 假��假��恵 假�� 假�� 佗��劼�ﾅ��ｩ��������憫 

誰 劔刮ﾘ ‾ここ1 倬b�,R�事 ‾ここ二, 倬c����+�+���刪｠ ��r�睡 ���憧 劔唖 ��r����

哺i[吋 凵宸ﾂ ����山⊃ �*ﾘ��R�亡、- ��r�C轟 ��ﾈ�ﾒ�十〇十 披��ﾘ��ぐ(⊃ 「-」 ����」で⊃ 1〇〇十 �*ﾖR�トー 1〇〇一1 凵Z〇〇〇」 披�ぐ/つ �������ｸ�ｳ��N ��ｸ,"� ���� � 1〇〇十 ���ｨ�ｨ��凵Z〇十 凵u〇十 劔劔劔劍�ｨ�ｨ�｢�
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粗 壁 � � ��( 図 ⊂) �� �� �� �� �� �� ��茜 1““ ��茜 N �� �� �� 

輩 出 ● 潮 罷 ● 詮 翻 俔���ｨ蔗�紅 剄g 乘��乘��=��白����ﾂ�?���紅 俟r�畠一 僵rﾒ�叶 短 II/ 白 鳳 ● 閏 乘��紅 俟r�6r�ｭ��ﾜr�ｩ��ｼ｢�白��I"�e���ﾂ�粉�'b�+編�紅 十、 竃 塞 叶 寅 /I/ 1ト へ ● 叶 寅 I// 白 僵x爾�廿 寅 I// 白 鳳 ● 閏 俟r���X6r�僵x爾�ﾅ"�梯��I"�紅 乘��=�����I"�紅 乘��=��白��I"�e���ﾂ�粉�紅 

寅 刳ﾘ 劔%｢�寅 剴ﾐ 吶� 韓 仗��ｭ��寅 劔刹ﾐ 剪ﾜ 

II/ 凵� 剩白��I// �ﾒ�I// 劔I// �ﾒ�劔† 凵� 刮g 

直 刄g、 劔I"�白 �+編�白 劔白 �+編�劔†ト 剄g 凾ｹ] 

十、 刄g 仗��梯"�-b�十、 偖ﾈ���爪 �-ﾂ�胱 猛�十、 假��首 �-ﾂ�群 偖ﾈ����6r�偖ﾈ���ト 偖ﾈ���十、 佛��十、 

恒 .二タし やへ 乘��%｢�白���6r�.%ﾂ���R���俟r�叶 刹ｩ一 軍 /// l′イ -> 俟r�ト、 乘��叶 乘��叶 仂｢����6r��耳自?�5""�ｭ��敖�ﾖr�叶 乘��叶 俟r�叶 剏]一 寅 II/ /I .,> 刳� 俟r�高一 寅 I// 1ト 几�6r�{¥ ㌣ ト¥ I卜 俐r���+�+��ｩ��

輯 �6r�寅 剌S �/“ へ �=��寅 �=��寅 剴ﾐ �=��蜜 剴ﾐ 剌S 剋ｴ 凵vへ 凾ｭ 

† 凵� 梯����R���R�I// 粕梯�/I/ 白��碇窒�II/ 白��梯����R�粕梯���R���R�寅 

紅 冉ﾘ���n 剿m、 剄g 僮"�n 僮"�白 �)ト 曝6r�n 冤ト 剄g 剩� 剄g 剄g 粕梯�

十、 �/′● へ �-ﾂ�艇�ﾂ�-b�十、 �6r�巾 猛�爪 �-ﾂ�十、 凩��令¥ 仗��十、 �.%ﾂ�偖ﾈ���猛�ト 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���韓 

〇一-、¥ 重 く_) 一一〇一一 岬 粟 ��r�$��寸 凵ｼYつ 偖ﾈ�ｨ�b���ｨ�����⊂き ��ﾈﾘﾂ�印 �-h8"�N �-h.��N �-h8"�○○ �-h8"�山⊃ �8椶�������ｳ��∝さ 册8-bﾒ�〇°: 冉ﾕ��∝さ 

ト、 凵y¥、 仆��ﾒ���ｨ�ｨ���ﾘ�R�○○ �,H+��R�ぐ(つ �6x���くe �+X�h�ﾒ�し」つ 披��X�ｨ��⊂⊃ 〇〇十 �6x�ｲ�山つ 册8�����r���ｸ�ｲ�くe ����寸 ����1--「 

轟 噴 ���� � �� �� �� �8ｿ2�*ﾖR�∝! N 〇〇〇 ��ｸ�ｲ��ﾈﾘﾂ� ��ぐや N 1〇〇〇〇〇 � � �� ��○○ 寸 ��ｨ耳示ﾂ�*ﾖR��X�ｨ��

叢 璧 �*ﾘ*ﾙEb��ｨ�ｨ���｢ﾘ�b���ﾈ�ﾒ��ｸ�ｳｲ� 剞｡ ⊂; oつ �� ��ﾈ�ﾒ�8ﾘﾂ�⊂轟 oつ 1-○○ �� �� �� �� 凾ﾖ〕 ⊂Yつ 1-〇十 剞� 〇つ N 宙���b��ｸ�����ｨ耳�｢� �� ��

韓 �� ���〇°; 凵�! �*ﾘ*ﾙEb�Cや �*ﾘ,"�へモ �(b�寸 ��卜二 ����N �8."� � 凵ｼ⊃ �*ﾘ�ﾂ��寸 ����〇〇〇〇十 ��

蟻 □ ���*ﾘ,"�N ����債�ﾘﾂ�劼�ﾅ��ｩ����ｲ����亡へ_ �6x�ｲ�Uつ ��ｸ�ｲ�しで〕 ��ｸ�ｲ�寸 凵宦� 氷,"�ト、 ��ｸ�ｲ�����¥r�ﾇ��ﾆﾂ��"�ｩ���ｸ*B��������r�債�ﾘﾂ�劼�ﾅ��ｩ���ﾂ���h,R��oつ ��ｸ�ｲ�⊂⊃ �*ﾘ�h�ﾒ�⊂⊃ ▼〇〇十 儂 ��Rﾘ��1-十 凵Z〇十 ��ﾘ�ｸ�ｲ�1-十 凵u-十 ��ﾘ��〇〇十 ��ﾒﾘ�b�劔N ��ﾘ��N 偖ﾈ�ｨ��1〇〇〇〇」 

鞋 誰 � 傀��〇 十圭 司 ‾“ミニー 假������髄 ����恵 佝"�恵 假��憫 假���r�首 睡 俑���r�首 睡 假���r�厥������軸 ����髄 凉X爾�首 唖 

噂i[叶 � 披�○つ ������ｨ耳��N �*竏�ﾒ�寸 氷,"�u⊃ �+Uﾂﾒ�○○ �8ﾘﾂ�⊂⊃ 1--1 ��ﾒﾘ�｢��ｨ示��N 十〇十 ��ｸ,"��ﾘ����ｨ�ｨ�ｨ����ﾒﾓ��N �*竏,"�寸 伜(�ﾒ�くつ 
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粗 壁 �( 図 寸 �� �� 窒��ﾒ���ｲ� �� ����r� �� �� �� �� ��( 図 「。“i‾ �� �� ����� 

選 出 ● 翻 羅 ● 詮 翻 俔���X蜥�俟r�6r�叶 寅 I// 白 鳳 ● 閏 或 俟r�串 良 I// 白 鳳 /′↑ _> 刄g、 俟r�紅 十、 韓 璧 叶 寅 II/ 白 鳳 剽ｹト ト 韓 璧 叶 寅 /I/ 白 山 俟r�����ト、 俟r�叶 冉ﾘ���叶 俟r�紅 乘���ﾂ���X6r�叶 乘���ﾂ�塙- 雫 /// 白 鳳 ● 閏 愚 剽ｹト 

埜 ● 紅 剌¥、 日 �����R��6ﾘ�ｲ�-b��R�俎R�亊��軽 ● 紅 梯�-b��ﾂ�{�6r�仂｢�白��/′ へ ● 紅 佛"����剴ﾐ I// 劔=��ｂ��玉 /// 

せ] �-b�紅 剄g 刹a 刹a 劔白 剩� 剪�6r�剩� 問�せ] 

十、 ��"�ロ 偖ﾈ���偖ﾈ���ト、 �8ﾒ�����十、 偖ﾈ���十、 �-ﾂ�十、 仗��ト 偖ﾈ���令¥ 刄g �-ﾂ�巾 佛��偖ﾈ���

恒 京 剄g 乘��{、¥ ●〇〇〇 車 上、 )卜 く ● 紅 乘��虜��ﾂ��ｨ�ｨ�ｨ�ﾂ�屬�贏ﾂ�冉ﾒ����ｭ��¥r��5ﾂ�ト、 乘����白��I"�e��ｭ�����ｩ��=��白���6r�-b����乘��=������6r�.%ﾂ�ｭ�����ｶ��ﾏｲ�ﾇ��=R�ｩ��=�����I"�-ﾂ�ｭ��紅 俟r�紅 乘��紅 �6uﾂ�_」 「「「 琳 韓 嘩 紅 僵x爾�塙- 寅 /// Iト 剽ｹト 乘��叶 乘��俟r�

蜜 II/ 偖ﾈ���?｢�寅 II( 劍6ﾘ�ｲ�-b��R�劔ト ● ト 剿ｨ I// 凵戟� へ ● 紅 剪Z I// ��h-b��ﾂ�ﾖr�剴ﾐ II( �=�����寅 I(/ 

白 �-b�Iト 劍ﾖr�蟻 刹a 劔n 劔Iト 劍6r�n 僮"�n 

十、 仗��ロ �-b�梯�-b�ト ����佰ｲ�十、 艇�ﾂ�-b�十、 �-ﾂ�十、 偖ﾈ���ト、 �-h���十、 剏� �-ﾂ�巾 仗��偖ﾈ���

/へ 重 く⊃ ) 岬 粟 ��ｲ�Eﾂ��*�,"�「〇十 ����N 凵u-」 披�山つ 凵ｼ⊃ ����〇三 冉ﾒﾒ�∝! �*ﾘ,"�く♀ 氷,"�oつ �-h7���-h8"�⊂⊃ ��Rﾘ�ｸ�ｲ�〔Y⊃ 剞｡ 

N 「〇十 ��h,X�ﾂ�N ��h,X�ﾒ�������⊂⊃ 1--1 ��ﾈ�ﾒ��Rﾘ�b���ｨ�ｨ�｢��ｨ,"�しくつ �������ｨ��⊂費 �6x���寸 1○○-「 ����⊂⊃ 〇〇十 ��ｸ�ｲ�くす 凾ｮ(⊃ 〇〇〇1 �*ﾖR�」で) ����披��ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�b�

韓 喧 � �� 郵�ﾒ�*ﾘ*ﾘ�ﾒ���ﾉEb��ｸ,"�○つ oつ ��着ｒ��ｩU2� �� �� ��〈X) 1寸1 �� � �� ����

韓 儂 �� ������〇°三 帽�x+2��-h8"�雫 �8."�寸 ��ｸ�R�」で〕 �� �� � �� ����亡、 劔���ｨ��○○」 ��ｸ,"��*ﾘ��R�N 册��寸 ����くつ 

璧 凵u-「 劔披�鵜 ��ｨ�ｨ��披�「○○ 披�〇〇十 ��X�ｨ�ｨ��1-十 

講 蟻 ロ 凾ｭくう ��Rﾘ�ｸ�ｲ� ���-h8"�ト、- ��R��披�○○ 披�⊂之 ��ﾈ+2�C賀 ��ﾈ+2�寸 ��印 凵ｼ⊃ し轟 �*ﾘ�R�雪 �-h8"�着���

寸 壁 軽 哩 ′出 面 葛““" して) ��h,X�ﾒ�寸 劔���¥r�ﾇ��h���"�ｩ����ｨｸ,R��くつ �*ﾘ+r�⊂⊃ ����債�ﾘﾂ�h���"�ｩ����ﾂ��h,R��uつ ��ﾈ�ﾒ�⊂⊃ ����くe �*��,"�N �9+ﾂ���ｸ�ｲ�し○ 鞋 轟 凹 型 叶 しIブ リ“) 儂 ��ｸ,"�N 綿�r��hb���ﾘﾂ�h���"�ｩ��*ﾘ�ｲ�ﾄ��N 
〇〇十 ��X�ｨ�ｨ�｢�剴��ｸ�ｸ�R�「-「 ��X�ｸ�ｲ���Rﾘ�b�1-〇十 披�「〇十 ��Rﾘ�b�「-「 ��ｸ�ｸ�R�「-「 凵Z〇十 凵Z〇十 ��Rﾘ�R�「-「 ��ﾒﾘ�R�披�

輯 誰 劔���首 俯"�輯 剳ｩ 俘ﾂ�掴 剌� ����軸 弍��鴇 佝"�首 柞��首 唖 抜����俯"�怒 豫｢�首 剋ｲ 

憮i[中 劍�Rﾘ�R�N �*���ﾒ�寸 �1--」 披�ぐ(つ 凵宦�1 披�○つ ����」で⊃ �*ﾖR�亡へ_ ��r�C賀 ��ﾈ�ﾒ��X�ｨ����ｨ�ｨ��N �5�,"�くす �1一〇十 
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練、 壁 � �� ������+X�"� �� ��( 図 」で) 」で) 鞋 軽 抑二 昨 ○) ��茜 トー し○ �� �� �� �� ����xｨｸ����� �� �� ��

螺 俔��蔗�紅 俟r�{¥ 寸 心 )卜 剄g 俟r�†ト 俟r�俟r�6r�乘��=������ﾂ�+�+��叶 寅 II/ ● 閏 僵rﾒ�=��白���ﾂ�粉�叶 蜜 /I/ ● 閏 俟r�����紅 十、 軽 ● 紅 ��X6r�ト 剄g 俟r�紅 俟r�ト、 佰x爾�

く ● †ト 劔劍ﾇ���ﾂ�ﾖr�劔僞r��ﾂ�ﾖr�ト 劔ト 偖ﾈ���ト �6r�/- へ ● 了ト �=��

或 �ﾒ�或 �ﾒ��8ﾒ�劍8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �/I/ 

せ] �+｢�せ] �+��ﾂ��-b�劍-b�へ �-eﾂ�」¥ 冢 
筆半 畳 ● 軸 羅 ● 詮 軸 剌¥、 �6r�十、 剌¥、 �6r�十、 偖ﾈ���偖ﾈ���亊��酪 凅��群 偖ﾈ���ロ 偖ﾈ���,/ へ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�十、 猛�

恒 。ブ」 や、、 �6x���ーi¥ ト ト、 )卜 〈 娼 辛 韓 " 紅 乘��俟r�紅 �6x���†ト 刳� 寅 /// )ト や、 ′′「 _> 輯 † 卜¥ 几、¥ や せ¥ I卜 〈 韓 噴 ーヽ 宰 ト¥ )卜 〈 理 事 韓 噴 紅 俟r�紅 �2�鍈�冉ﾒ�*ﾒ��ｲ�'R�ｭ��ｺｲ�-h�"�ﾜ��6r�冉ﾒ����咊����ﾘﾂ�Zﾂ�ﾖr�{¥ ○○一 幸 卜¥ )卜 虜���"��R��2�冉ﾒ�����R�ﾖr�畠一 �6x���俟r�紅 俟r�†ト �)ﾒ�ﾄ｢�將�<r�Zﾂ�6x���叶 

/- へ ● 了ト 剴ﾐ 劔ノー へ ● 紅 剪��-b�偖ﾈ���十、 �6r�ト、 �����ﾂ�ﾖr�十、 �/- へ ● 紅 剌¥、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���,/ へ �=��

/I/ 劔劍�R��8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� 劔ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�† 梯��

)ト 劔劍ﾖr��-b�へ �-b�ヾ¥ 凾ﾖ �.(��ﾂ�凾ﾖ¥ �-b�や、¥ ��8�����紅 曝6r�

十、 偖ﾈ���へ 剌¥、 偖ﾈ���ト �6r�偖ﾈ����8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 偖ﾈ���ロ 凩��ト 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�十、 凩��

( 重 く,ノ ー、--′ Ⅲ画 聖 僣��楷�山⊃ �*ﾖR�〇〇十 冩つ 披�N �*ﾖR�册8-bﾒ�伜(�ﾒ�N ����N 披�寸 ����トー 凵宦� �*ﾖR�くe 披�」で⊃ �8.ﾒ�

し轟 ○○「 �8.ﾒ�亡へ一 凵k二 ��r�くす; ��ﾃｲ���ｨ�ｨ�｢�披���ｨ�ｨ���+Xﾘﾂ�寸 伜(,"�寸 ��ｸ�ｲ���⊂⊃ N 披���ｨ�ｨ�｢�トー 1--1 儂 披�N 乖ｹ���〔、- ぐ/つ ��ｵﾂﾒ�

竃 " �� 披������ｨ���� �� � 剞｡ (X5 �� �+X�h�ﾒ��hﾘﾂ�⊂⊃ し轟 ��Cや 「-」 1-〇十 ��ﾈ�ﾒ�+Xﾘﾂ����� �� ��ﾈ�ﾒ��ｸ�ｲ� 

韓 璧 ��ﾈ�ﾒ�Cや ����く亡き ����∞ 剞｡ � �� ��(X) ���� ���� �� �8椶� 
○つ N 披��ﾘ��劍�ｸ�ｲ�⊂轟 ��ｨ��ｲ���Rﾘ���X�ｨ��劔��ｨ耳示����⊂; ⊂つ 劔劔Cわ ー一〇 

韓 蟻 □ ��N oつ ����ﾈ�ﾒ�fﾙ?��」で⊃ ∞ ��ｸ�ｲ�9w��U⊃ ⊂; 凵宦� ⊂; 儂 し¥- �6x�ｲ�1-十 偃ﾘ,"�寸 兌ﾒ� �*ﾘ+x蔗���ｸ�ﾂ�」で⊃ ��YEb�q⊃ 披�1寸 ○つ 

1--1 呵ﾜ 轟 凹 型 叶 トー 」で) ��Rﾘ�b�凵Z〇十 �1-〇十 ����ﾇ��劼�ﾅ��ｩ�����X�����1-十 �*ﾘ�｢��ｨ�｢ﾓ��く〇 〇〇十 �*ﾘ+2��X�ｨ��⊂⊃ N ��ﾈ�ﾒ��ｸ,"���ﾒﾘ�b���(○ 鞋 轟 凹 型 叶 N N ��h,R���ｨ耳璽��てこ「 「-「 披��Rﾘ�b�N 「-」 ��Rﾘ�R���N 

捏 誰 剳ｩ 佝"�三 唖 剋ｲ ��｢��蔗�馼*B���+�+��"�. 十三 守 一ここヽ ��｢��蔗�ﾘ(ﾊﾂ����傀��假��首 假��三 俯"�鮒 儉��髄 剋O 假��首 凉Rﾒ�軸 俯"�

憮i[叶 儂 �*糲�ﾒ�く㌻ �1--1 披�ぐ!つ �*ﾘ+2���(�ｸ�ｸ�b�綿�ｨ�ｨ示ﾂ�N 鑓,"�寸 伜(,"�くe �6x���○○ �1--1 披�○つ �*ﾘ+2�山つ �*ﾖR�
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粗 壁 �( 図 くり �� ��鵡 ÷ 珊 瑚 窒��ﾒ�+X,ﾂ� �� �� �� �� �� �� ��( 図 トー (○ 鞋 轟 凹 型 叶 し∫) N �� �� ��

選 出 ● 翻 羅 ● 詮 翻 俔���X蜥�俟r�紅 俟r�紅 剄g 乘��j������ﾂ�)��叶 雫 /I/ ● := 凉闔｢�ﾅ"�白���ﾂ�粉�叶 寅 /// ● 酎 乘��%｢�白���ﾂ�粉�叶 寅 /I/ ● 閏 虜-��ｿ��|r��ﾂ�ﾖr�紅 俟r�紅 俟r�了ト 俟r�乘��=��白���ﾂ�粉�紅 俟r�紅 俟r�

ト 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���偖ﾈ���劔剌¥、 �6r�十、 偖ﾈ���十、 �6r�十、 劍����十、 偖ﾈ���十、 

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ��8ﾒ�或 �ﾒ�或 �ﾒ�或 �ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刪ｽ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 

へ �-b�へ¥ �-eﾂ��-eﾂ�せ] 倆Eﾒ�車] �+編�せ] �+編�へ �-b�へ �-uﾂ�ベ¥ �-b�や、¥ 凾ｹ] ��eﾂ�へ ��eﾂ�へ 

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ��8ﾒ�酪 凛2�唖 凅��蛸 凅��ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 剌� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 

恒 _,し やへ 儡 �7�6･ﾂ�倉 仂���2�S 車 1卜 く 韓 噴 {¥ 車 上、 )卜 く 娼 辛 と∠主 �2�ﾅ"�冉ﾒ�*ﾒ�ｭ��Zﾂ��ｵﾂ�x��+閉�冉ﾒ����yﾒ�饕�,h+��rﾂ�紅 �.h+�ﾂ�鍈�冉ﾒ�*ﾒ�ｭ��Zﾂ�ｵﾂ��R��5ﾂ�冉ﾒ����ﾖB�����8�ｨ甁�⊆丁 寧 )卜 〈 韓 噴 ーヽ ト ト 1卜 〈 抱 十, ��ｩ?����鍈�冉ﾒ�*ﾒ�ｭ��Zﾂ�ｵﾂ��ﾈ�ｨ�ｨ�｢�屬�+閉�冉ﾒ�*ﾒ�ﾖB����7��ｩ?���紅 �.h+�ﾂ�三二 �2�よこ¥ �2�紅 剄g 定�ｩ?�ﾂ�紅 几�6r�紅 

車 佛"�軍 劍鍈�劔劍鍈�軍 佛"�車 倆B�劍鍈�

標 箭 做��ｭ��兼 帯 劔J2�ｭ��劔劍ｭ��皦�ｩ?�甁�標 主こし ���k2�+9?�咤ﾂ�肇 と=壬. 儷r�,i7儘��劍�X��

へ、く○○ と∠主 劔劔劍益�や�

増ロ 傅8ﾏｲ���ﾘ���帝位 假ﾈ���假ﾈ���周回 凉�8ﾒ�咽た ��ﾘ8ﾒ�劍����

噴 紅 �+��~r�頓 狂 佻2�y��兒ﾂ�ﾖr�噴 紅 兒ﾂ�ﾖr�兒ﾂ�ﾖr�噴 紅 兒ﾂ�ﾖr��+��~r�噴 紅 兒ﾂ�ﾖr�噴 紅 兒ﾂ��X6r�劍敖�ﾖr�

十、 偖ﾈ���ト �6r�偖ﾈ���十、 �6r�十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���ト 偖ﾈ���十、 �6x���ト �6r�十、 刄g 偖ﾈ���ト �6r�ト、 

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ��8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 

へ �-eﾂ�へ �-eﾂ��-eﾂ�へ �-b�へ �-b�へ¥ �-eﾂ�へ �-b�へ¥ �-eﾂ�へ �-b�へ 凾ﾖ �.(��ﾂ�へ �-b�」¥ 

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ��8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 

( 雪 僣��楷��9kB�u⊃ ��ﾈ�ﾒ�寸 剞｡ ��ｸ,"�1-○○ �*ﾖR�1喜「 氷,"�ト、- �6x���○: ��ｸ,"�ぐつ ��Rﾘ�b�へモ ��ｳ｢���X+2�ぐlつ 披�寸 ��ｨ�ｨ��

○○ 鑓,"�oつ 披��*��,"�○つ 氷,"�寸 �*ﾖR�寸 伜(,"�寸 書〇十 �5�,"�ぐ(⊃ �*���ﾒ�寸 ����○つ 剞｡ �*�,"�ぐ/つ �*竏,"�ト、 

1-十 ��ｸ�ｲ�⊂⊃ ������N 宙�竰� ��ﾈ�ﾒ� �� �� �� �� � �� �� く。) ¥、〇一′ 岬 粟 亊��敖��6x�ｲ�亡」 冉ﾙ?��凾ｭつ �+X+��」で⊃ 凾ｭづ �*��,"�*ﾘ,2�くe 卜二 凵ｼ⊃ くさ 郵�ﾒ�+Xﾘﾂ�⊂之 u⊃ 披�+Xﾘﾂ�N くさ 劔「-書 くづ 

韓 璧 � �� ���� �� �� ��N し轟 N �� �� ��N 葛尋 1--1 � �� �� 

韓 蟻 □ 凾ｮ!つ �-h8"�寸 �*ﾘ�｢��9kB�寸 �8."�へモ �*ﾘ.h+2�寸 ��YEb�⊂⊃ ����寸 �*ﾘ�｢�寸 �-h8"�可 凾ｭく之 �+X,��くつ �*ﾘ*ﾙEb�1草 
(○ 鞋 轟 哩 里 中 (り N �;�,"��ｮﾈ�b�ぐ(つ 〇〇十 披��ｨ�ｨ��N 1〇〇〇〇 宙�ｲ�債�ﾇ��劼�ﾅ��ｩ�������N 1-十 鑓,"��ｨ�ｨ�｢�○つ 1〇〇十 氷,"��Rﾘ�R�uつ 「-」 �����Rﾘ�R�寸 ��ｸ,"�N 披�N 披�ぐ/つ �*���ﾒ���h,R��N �*糲,"�N ����

「-「 披�「-」 ��Rﾘ�b�1-〇十 ��Rﾘ�R�1〇〇十 ��ｨ�ｨ�����ｸ�ｸ�ｸ�ｸ�b�1○○「 ��ｨ�ｨ��〇〇〇〇〇 披�

駐 韓 劍���三 假��藍- 剋� 假��登- 假��三 假��藍一 ����首 假��首 假��÷ ����假��首 假��三 俯"�

憮i[吋 劍�X�ｸ�ｸ�R�N �*���ﾒ�寸 �1-〇十 披�ぐ/つ ����U⊃ �*ﾖR�トー 忠?�,鋳�C賀 ��ﾈ�ﾒ��ﾘ�ｲ�1-〇十 〇-」 披��Rﾘ�R�ぐ!つ 1〇〇〇〇 �����R"ﾘ�b���ﾘ�ｨ��N 鑓,"�寸 郵,"�
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練、 壁 刪ｩ 葛‾‾ トー �� �� ����,"�6x�ｲ� ��茜 」で) �� ��茜 卜“ �� �$��ﾉ��ﾙR�¥r� �� ��茜 ○) ��1〇〇〇〇〇 i 「-」 雲 披�ﾂ��X�ｨ��奉�○つ 雲 �B�婆 

螺 俔��蔗�乘��=��梯���ﾂ�粉�叶 寅 /I/ ● 蟄 俟r�紅 剄g ��X6r�俟r�紅 俟r��?��j��梯���ﾂ�粉�廿 寅 /I/ ● 閏 俟r�紅 坪-b�ｿ��|r��ﾂ�ﾖr�紅 俟r�乘��=������ﾂ�ﾓﾒ�紅 俟r�了ト ��X6r�紅 

ト 偖ﾈ���刄g、 剌¥、 偖ﾈ���十、 劔十、 偖ﾈ���ト �6r�十、 劍����十、 偖ﾈ���十、 �6r�

或 杙ﾒ�ロ �8ﾒ�刄� 刄� �8ﾒ�口 刪ｽ �ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄~! �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�

せ〕 �+編�へ �-b�凾ﾖ¥ 凾ﾖ �-eﾂ�へ 凾ｹ] �+編�へ¥ �-b�へ �-b�へ 凾ｹ] ��eﾂ�へ �7��ベ¥ �-b�
一←・ 呂 ● 潮 罷 ● 詮 翻 劍ﾙ2�群 �8ﾒ�ロ 刄g 佰ｲ��8ﾒ�ロ �8ﾒ�佛��酪 �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�凅��ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 

憧 ープし やへ 凵ｺ二 軍 )卜 〈 韓 . {、、¥ 寸 心 )卜 〈 理 事 韓 俟r�紅 俟r��6r�紅 剄g 俟r�紅 几¥ ㌣ 卜、 )卜 く 韓 俟r�6r��R�耳耳����ﾆ��h�ｸ�ｲ�."�fﾕﾂ�冉ﾒ�*ﾒ�ﾘﾂ�紅 俟r�{¥ 宰 ト )卜 〈 † よこ¥ 軍 ・葦 韓 噴 {¥ ト ト、 1卜 く 壇 幸二 韓 �6uﾂ��ｨ�ｨ�ｨ�｢��R��8���{、ヽ 〇〇〇" 車 上、 凵ｺ二 軍 )卜 〈 韓 遁?��ﾅ"�J2�ﾘﾂ�よこ¥ 車 肇 韓 ��ｩ?�ﾂ�ﾅ"���ﾄR�ｭ��.⊆二 軍 葦 韓 定�ｩ?��ﾅ"�岐��ｲ�

噴 紅 劔劔劔噴 紅 兒ﾂ�ﾖr�剳ｬ 紅 貯fﾒ�����ﾂ�ﾖr�)卜 〈 ● 紅 剳ｬ 紅 �"�ﾖr�〇 千ト �"�ﾖr�〃 紅 ��b�ﾖr�

十、 偖ﾈ���ト 偖ﾈ���梯ﾒ�-b��ﾂ�ﾖr�十、 剌¥、 偖ﾈ���十、 剌¥、 偖ﾈ���ト、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���ト 刄g 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���ト �6r�

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�刄� 刄� �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�

や、¥ �-eﾂ�へ �-b�凾ﾖ 凾ﾖ �-eﾂ�へ¥ 凾ﾖ¥ �-b�へ �-eﾂ�へ �-b�へ 凾ﾖ¥ �.(��ﾂ�へ¥ �-h���ベ、¥ ��5ﾂ�

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ��6x���ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�

( 重 く_) ��r�$��披�くe �6x�ｲ�○○ 凵Z〇〇1 ��ｵﾂﾒ���ﾈ�ﾒ�C轟 ��h,R���� �� �� ���� �� �� 

○○くつ �*�,2�ぐ!つ ��ﾃｲ��X�ｨ����h,R��N 剞｡ 披�ぐ!つ �(×) 寸 ��Rﾓ���(�ﾒ�「-」 N ��ｸ,"�*ﾘ,2��Rﾘ�R�喜一i ⊂Yつ 1〇一〇 �'X������ｨ璽��しっ 「〇〇〇 儂 寸 �*ﾘ�h,"�*貶,"�⊂⊃ 寸 ��ﾘ�����くつ 寸 �8ﾗr��ｸ,2�

韓 噴 凵ｼ三 ��⊂! ���� 儂 �� 冩つ ��ｸ�ｲ�⊂⊃ ��∞ �� 凵ｼ⊃ �+Wｲ��⊂⊃ 披�oつ ��ﾈ�ﾒ�

→ヽ〇〇一 哨 填 劍*ﾖR��6x���劔��ﾈ�ﾒ��Rﾘ�R�劍+X+��しこ ��ｳｲ��8椶�劍*ﾘ,2�くつ ������し」⊃ 氷,"�くe 

韓 璽 � �� �2������� � �� � �� �8."��ﾘ�ｨ����寸 1-1 N �� � �� �� ��

韓 蟻 □ 剞｡ 寸 �*ﾘ,"�*貶,"�へモ N ��ｸ�ｲ��*ﾙ?�+2�くくう 冩つ ����しっ 凵ｼ‡ �*ﾘ�｢� �*ﾘ.h+2�⊂さ �*ﾖR�e 冰⊃ ��Rﾘ�R�⊂う ��ﾈ�ﾒ�1--「 ��ﾈ+2�

鞋 轟 凹 型 叶 ∞ N ��Rﾘ�b�「-十 ���ｨ�ｨ�ｨ璽��N N 檮ﾂ�ﾇ��劼�ﾅ��ｩ���ﾂ����"�N N 披��ｸ�ｸ�R�トー 逆 転 凹 型 叶 「‾‾ (つ 披���ｨ�ｨ��く〇 〇一〇〇 ��Rﾘ�R���卜“ 鞋 軽 凹 型 叶 N (Y〕 ������ｨ�ｨ��寸 「-「 凵宸ﾂ N �8ﾘﾂ��ﾘ��oつ 1-十 ������ｨ�ｨ��トー 鞋 壷 哩 世 叶 くり くり 鑓,"��ｨ�ｨ��⊂Yつ 「-」 �����Rﾘ��○つ 〇〇〇〇〇 ����ﾂﾒ(�R�ぐlつ 1〇〇〇一 

捏 誰 劍炻�三 凉Rﾒ�軸 剞� 假��假��関 凉b�假��三 傀��髄 佝"�軸 俯"�凉Rﾒ�首 凉X爾�首 倅��首 

憮][叶 劍�Rﾘ�b�N �*糲,"�寸 �1-〇十 披���ﾘ��N �*��,"���Rﾘ�R�N �*��ｲ�寸 ��h,X�ﾂ�くe �6x�ｲ���ｸ�ｸ�R�N �*��,"�寸 ��h,X�ﾒ�くe 
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粗 壁 刄g一 室 着ｒ�奉�C青 雲 �� 冖r����蛯�ﾎ�� �� �� ������� 窒��ﾒ��X��� �� 窒��ﾒ�*ﾘ.�� �� �� 窒��ﾒ��ｨ,R�� �� 

輩 出 ● 潮 罷 ● 詮 潮 俔���Y���紅 几�6r�紅 俟r�紅 俟r�紅 俟r�予ト ��閉�ｩ��."��ﾂ�ﾖr�紅 俟r�紅 剄g 俟r�紅 剄g 俟r�紅 俟r�紅 剄g 俟r�了ト 

十、 �6r�十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���十¥ 偖ﾈ���ト、 偖ﾈ����6r�十¥ 剌¥、 �6r�十、 剌¥、 �6r�十、 剌¥、 剌¥、 偖ﾈ���ト 

ロ �8ﾒ�口 �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 佰ｲ��8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� 刄� �8ﾒ�ロ 

へ �-eﾂ�へ¥ �-b�へ �-b�へ �-b�へ �-b��.(��ﾂ�へ¥ 凾ﾖ �-b�へ¥ 凾ﾖ �-eﾂ�へ、 凾ﾖ 凾ﾖ �-b�」¥ 

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�十、 �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 偖ﾈ���ロ 刄� �8ﾒ�ロ 

恒 「,▲_ やへ 倅��よこ、 �5ﾂ�よこ¥ �7�6･ﾂ�‾「 ′巾 」 珊 瑚 S �.h+�ﾂ�く> 俟r�紅 虜��ﾂ��ﾈ�ｨ�ｨ�｢�x��6r��fﾒ�三二 �.h+�ﾂ�俟r�紅 ��X6r���ｸ�(耳�ﾂ�+ﾂ��2��R�.h+�ﾂ�(��紅 俟r�紅 俟r�俟r�{→ヽ 率 ト 侶ﾂ�4Tｲ�fﾘ���

軍 倆B�軍 佛"�軍 倆B�軍 倆B�劍ﾅ"�車 劔剌繽曹ｫ )卜 劔剩冉ﾒ�I卜 

標 韓 �����<r�葦 韓 儷r�ｭ��終 韓 ��X��ｭ��・館 主と, 儷r�)��劔J2��8,hﾔ��館 主ごま. 劔凾ｭ 宣主 劔劍*ﾒ�+8+�,b�く さと1 

周回 劔假ﾈ���華恒 劔刪ｯ恒 劔劍�9(��周回 

嘩 紅 兒ﾂ�ﾖr�噴 †ト 兒ﾂ�ﾖr�噴 紅 兒ﾂ�ﾖr�" †ト �ﾂ�ﾖr�劔Zﾂ�ﾖr�噴 紅 劔�" 紅 劔劍�b�ﾖr�〃 紅 

十、 �6r�ト、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���〈 ● 紅 偖ﾈ���十、 刄g �6r�十、、 剌¥、 �6r�十、 剌¥、 刄g 偖ﾈ���十、 

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ��8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� 刄� �8ﾒ�ロ 

へ �-b�へ �-b�へ �-b�や¥ �-eﾂ�へ �-b��-eﾂ�へ¥ 凾ﾖ �-b�へ¥ 凾ﾖ �-b�や、¥ 凵v¥ 凾ﾖ �.(��ﾂ�へ 

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ト、 �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 偖ﾈ���ロ 刄� �8ﾒ�ロ 

( 重 く,⊃ ¥ヽ〇一/ ��r�$��し」つ ���｢�く♀ �9+ﾂ�〇°! �'X�����寸 册8���oつ ��ﾈﾘﾂ�oつ �*ﾘ�｢�寸二 凵宦宦u ��ｸ,"�ぐ♀ 凵y、- 舒ﾂ�⊂之 �8.ﾒ�∝さ 凾ｮ/つ 鑓,"�∝) 

⊂Yつ ����○つ �*糲�ﾒ�○つ ��ﾃ�,"�oつ �*竏,"�oつ 披��ﾘ��⊂賀 N �6x�ｲ�〇〇十 ○○」 儂 �*���ﾒ�N 剞｡ ��ｸ,"�○つ �6x���1-〇十 剞｡ 幽+�(R�ぐ(つ 

韓 噴 �*ﾖR�oつ ����し」⊃ ��ｨ�ｸ+2�呼 ��ﾈ�ﾒ�寸 �� 宙�竰�トー �-h8"��� ���� �� �8椶�册8-bﾒ�Cや �+X*ﾘ,"�

岬 菓 凾ｵ」つ �*ﾘ*ﾘ�ﾒ�くe �*ﾘ,"�山つ �6x���くつ ��ｸ�ｲ�凾ｮ(⊃ ��h,X�ﾂ�くe 劔劔凵Z〇十 ▼○○」 凾ｭe ��h,R��Uつ 

韓 璧 �� �� �� �� ��N 〔二 N �-fﾂ�����⊂⊃ 〔Yつ 1-○ ��ﾈ,"�*�,2��ｨ�ｨ�｢��� ���� �� ���� ��

寵 蟻 □ ����CX! ��ｨ�ｸ蔗�へモ 披�く♀ �*ﾖR�く亡! 披�く♀ 郵�ﾒ� �*ﾘ�｢�乏�○つ ��ﾉEb�乏�⊂之 ��Cや ����r�*�,2��ｨ�ｨ��寸 oつ 〇〇〇十 郵�ﾒ�
oつ �*糲,"�N �*貶,"�N ��ｸ,"�○つ ��ｸ,"�寸 �*ﾙ(R�⊂わ 儂 ����ｷB�5ﾒ�Zﾂ���ｩ�������ﾂ�○つ 披�亡へ" ��r�債�ﾇ��劼�ﾅ��ｩ����ｲ�*ﾘ,"�ぐ(〕 披���ﾈ�ﾒ�着ｒ�債�ﾇ��h��z"�(b�6x�ｲ�*竰�儂 
1〇〇〇十 ��ﾘ�ｨ��1喜「 ��X�ｨ��「○○ ��Rﾓ��▼〇〇〇〇 ��ｨ耳�｢�○○-」 披�○○」 �1-○○ �1-〇十 ��Rﾘ�b�1-十 �1〇・「 ��ﾘ�ｨ��披�劔1-〇十 

駐 韓 剋� 假��首 抜�首 假��藍- 乂ﾒﾒ�首 兒��髄 仭��苺 剋� 假��軸 剋� 假��首 俯"�鞄 剋� 假��首 

抱∴吋 剿Sへ_ ��ｸ�ｲ�C賀 ��ﾈ�ﾒ�「-」 披��ﾘ�ｲ�oつ 〇一十 ����しくつ 1〇一十 �*ﾘ,"�〇、、 1--1 ��ｸ�ｲ�C直 「-「 凵Z〇〇」 披�ぐ/つ 凵u-「 披�⊂Yつ ����Lで⊃ 凵･-」 披�○つ 「-」 ��Rﾘ�R��1〇一〇十 �1〇一〇〇 �1-○○ 
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轟、 輩 � �� �� �� �� �� ��高 く○ ��壷 ∞ �� �� ����ﾂ�� �� �� �� 

輩 出 ● 潮 罷 ● 詮 軸 俔���Y'R�紅 俟r�紅 俟r�†ト 俟r�′ペ 叶 ・只 /▼ _,> 韓 トや 円 上土 中く H 箕 蓮 紅 俟r�紅 俟r�紅 俟r��6r�俟r�紅 俟r�紅 剄g 俟r�紅 俟r�紅 俟r�紅 

十、 �6r�十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���ト 偖ﾈ���十、 �6r�十、 偖ﾈ���梯�-b��ﾂ�ﾖr��6r�ト、 偖ﾈ���十、 刄g 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���ト �6r�

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�劍8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�

へ �-b�へ �-b�へ �-b�へ �-b�へ �-b�へ �-b�劍-eﾂ�」¥ �-eﾂ�へ 凾ﾖ �7��へ¥ �-b�」¥ �-b�

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�偖ﾈ����8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�†、 

恒 _ふ やへ 侶ﾂ�����2�冉ﾒ�*ﾒ�+cｹ?�?��｢�{¥ 幸 せ、 )卜 く ヒ∠1 �2�鍈��8ﾆ��,i�2ﾂ�{、、 宰 ト、 )卜 く 理 事 と∠1 ��ｵﾂ�vｲ�fﾕﾂ�冉ﾒ����yﾒ�饕�7�+�?�咤ﾂ�紅 侶ﾂ�ﾜ��6x���冉ﾒ����yﾒ�饕�皦,b��叶 ��X6r�{¥ 宰 卜¥ 侶ﾂ��ｨ�ｨ�ｨ�｢��R��8���紅 刄g、 / へ 韓 噴 一〇・、¥ 不 尽¥ )卜 几¥ 水 心 1卜 く 娼 辛 と∠⊇, 俟r�紅 俟r��.h+����ﾅ"��X岐�7��ｨ甁�S 車 藻 と=エ. �.h+�ﾂ�ﾅ"��8ﾆ��,h�｣��⊆二、 軍 、終 とこと 俟r�紅 ��ｵﾂ��R��8����fﾒ�

葦恒 ��ﾘ8ﾒ�周回 傅88ﾒ�周回 刮ﾘ恒 劔劔假ﾈ���劔葦伍 �H+ﾒ�堀口 ����

噴 紅 停��X6r�噴 紅 兒ﾂ�ﾖr�噴 了ト 剳ｬ 紅 凩��.%ﾂ��ﾂ�ﾖr�貯fﾒ�����ﾂ�ﾖr�)卜 〈 ● 紅 劔兒ﾂ�ﾖr�劔" 紅 兒ﾂ�ﾖr�噴 紅 兒ﾂ�ﾖr�

十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ���ト �6x���十、 �6r�十、 偖ﾈ����*ﾒ��6r�ト 偖ﾈ���十、 刄g 偖ﾈ���十、 �6r�ト 偖ﾈ���〈 ● 紅 

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ���R��8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�

へ �.(��ﾂ�ヾ¥ �-b�へ¥ �-b�へ �-b�へ¥ �-b�へ �-b�俟r��-b�へ �-b�へ 凾ﾖ �-eﾂ�へ �.(��ﾂ�嶋¥ ��eﾂ�

ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�偖ﾈ����8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ト 

( 重 く。) ) 僣��楷�N �8.ﾒ�く⊂之 ����雪 �6x�ｲ�○ヽ ��ﾒﾓ��くe 披�oつ ��ｸ�ｲ�披��6x�ｲ�山⊃ �6x���N 凾ﾖモ 乏�〇一十 �*ﾘ��2��⊂⊃ ��Rﾘ�R�〇°三 

寸 ��ﾅ�,"�ぐ!⊃ �*貶,"�○つ ����寸 披��ｸ�ｸ�b�くe ��ｸ,"�N 披��*ﾖR����*糲,"�oつ 披�oつ 剞｡ ����「くす ��ｸ,"�寸 ����1-十 〇〇十 

韓 噴 �+X,��山⊃ �*ﾘ*ﾙEb� �� �*ﾘ,"� �� �� 剞｡ 凵k、- �� ����ﾈ�ﾒ�「〇十 披�e ��寸 ��

岬 藁 凾ｭつ 氷�ﾒ�U⊃ 劔し」⊃ 劔劍�ｸ�ｲ���ｸ��ﾒ�劔トー �6x�ｲ�くe �*ﾘ,"�郵,"�

韓 璽 �� �� �� ��h,X�ﾂ��ﾈ�ﾒ��ﾒﾓ�� �8ﾘﾂ��ｸ�"��ﾘ�� �� 凵ｼ⊃ 〇百 N � �� ���� �� �� ��ｨ�ｲ������

韓 蟻 ロ 冉ﾕ��寸 �8."�○? �-h8"�〇°: ��X+2�Cや ����くつ ��ﾈ�ﾒ�1-○○ 凵ｼ! 刄gー ��e��⊂之 ��X�ｨ����ｨ耳璽��○〕 �*ﾘ*ﾙEb�∝さ 着右b�寸 披�
N 披�N 披�oつ �6x���○○ 伜(�ﾒ�○○ ����寸 �*ﾘ��R�∞ 鞋 轟 凹 型 叶 00 くつ �9+ﾂ�(二〇 鞋 轟 哩 ′出 面 ○) くり 鑓,"�ぐ!つ ��ｸ,"�○つ ��ｲ��債�ﾘﾂ�劼�ﾅ��ｩ���ﾂ�����○○ 披�〇〇十 披�N ��ｸ�ｲ�「-」 N 
1-○○ ���ｸ�ｸ�R�「"○○ ��ﾘ��「-十 ��Rﾘ�R�披�○○」 偖ﾈ�ｨ��十〇十 ��ｨ�ｨ�｢ﾘ�b���ﾘ����Rﾘ�R�「-」 ��Rﾘ�b�「〇十 凵u〇十 ��X�ｸ�ｲ�「〇〇十 ��ﾒﾘ�R�「○○ � 

捜 誰 剋� 假��首 假��藍- 假��恵 ����髄 俯"�軸 俯"�兒��假��首 凉Rﾒ�軸 剋� 假��首 假��首 假��鮒 

憮i[叶 剞｡ 伜(,"�くe 册8�����○○ �8.ﾒ�⊂⊃ 1〇一〇 ��ﾘ���Rﾘ��N 1-十 ��ｸ,"��ｨ耳��寸 1-○ 伜(�ﾒ��ﾘ����X�ｨ����ﾘ��N �*糲,"�寸 �1--「 披�○つ ����し{) �*ﾖR�し¥、 
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粗 壁 刪ｩ N �� �� �� �� ��( 図 寸 �� ��( 図 」で) �� ��( 図 �� ��( 図 ��( 図 ��

盤 上メ ● 潮 罷 ● 詮 翻 俔��蔗�仭��|r�����ﾂ�)��叶 蜜 /I/ ● 閏 乘��j������ﾂ�)��叶 乘��=��白���ﾂ�粉�紅 ト 盤 ● 紅 ��ﾈ7��6b�*ｵ"��ﾂ�ﾖr�ト¥ / へ ● 紅 俟r���X6r�紅 ��X6r�俟r�紅 俟r�俟r�紅 俟r�俟r�俟r�

十、 �6x���十、 �6r�偖ﾈ���偖ﾈ���偖ﾈ���十、 偖ﾈ���偖ﾈ���十、 �6r�偖ﾈ����6x���

蟄 �ﾒ�或 刪ｽ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� 刄� 刄� �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� 刄� 

せ] �+編�せ] �%｢�直 �-b�ベ¥ �-b�へ¥ 凾ﾖ 凾ﾖ 凾ﾖ �-b�や、¥ 凾ﾖ、 �-b�へ 凾ﾖ 凾竅A¥ 

離 佛��輔 白��群 �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ 刄� 偖ﾈ���ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� �8ﾒ�ロ 刄� 刄� 

恒 →タし 七へ 几¥ ′〇〇〇 尽 せ¥ )卜 〈 韓 噴 {¥ ○○ 率 ト )卜 〈 娼 車 講 ��ｸ�"��ﾈ�ｸ�ｸ�ﾂ�ﾔｲ�+閉�冉ﾒ�*ﾒ�ｭ��Zﾂ��閉��R��2�冉ﾒ�*ﾒ�yﾒ�饕�ｭ��よこ¥ 軍 標 韓 虜���x��+閉�冉ﾒ����ｭ��Zﾂ��ｵﾂ�zb�6uﾂ�冉ﾒ����yﾒ�饕�ｭ��叶 寅 II/ ● 閏 ��ｸ�"��ｨ�ｨ�｢��R��5ﾂ�【、、 ト ト、 侶ﾂ�zb�6r�へヽ "“● 来 ト¥ 剄g 俟r�塙- 凵�g 俟r�紅 凵[‾¥ 水 心 )卜 く † ⊆二、 車 、終 韓 �2�鍈��X��ｭ��紅 剄g 儡 車 ・終 韓 

" 紅 兒ﾂ��X6r�噴 紅 兒ﾂ�ﾖr�貯fﾒ�����ﾂ��X6r�I卜 〈 ● 紅 貯fﾒ�*ﾒ��ﾂ�ﾖr�)卜 く ● 紅 劔や¥ や¥ ● 紅 劔剳ｬ 紅 兒ﾂ�ﾖr�劔. 紅 

十、 偖ﾈ���十、 偖ﾈ����6x���ト �6r�十、 刄g 剌¥、 剌¥、 �6r�ト 剌¥、 �6r�十、 剌¥、 剌¥、 
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第4章　まとめ

今回の調査は、屋代遺跡群城ノ内遺跡の中央部分を南北に走る現道の拡幅部分約1,100壷を調査し

たもので、城ノ内遺跡で実施された単独の調査としては最大の面積となった。

検出遺構は弥生時代から中世までと幅広く、竪穴住居跡53棟(弥生1、古墳26、奈良・平安26)、

掘立柱建物跡2棟(奈良・平安)、土坑68基(弥生1、古墳7、奈良・平安19、中世41)、溝跡15基(古

墳6、奈良・平安4、中世5)、ピット46基(時期不明)と、多くの遺構が密集して検出され、特に

古墳時代から平安時代にかけては、周辺の遺跡の調査事例も含め、規模の大きな集落が形成されてい

たことが改めて確認できた。

城ノ内遺跡は、開発行為に伴う記録保存日的あるいは学術調査として多くの発掘調査が実施されて

いるが、いずれも断片的に調査されたものであるため、城ノ内遺跡の全体像を把握できるほどの面積

の調査を実施できているわけではない。しかし、隣接する大境遺跡や荒井遺跡、松ケ崎遺跡などでも

多くの遺構が確認されているように、各時代、広範囲にわたって連綿と集落が築かれ続けていたこと

が判明していることから、ここでは、各時代の遺構や遺物を周辺遺跡の状況も踏まえ概観するととも

に、今回の調査で判明した東京教育大学の城ノ内遺跡発掘調査地点について触れ、まとめとしたい。

1　弥生時代

弥生時代の遺物は城ノ内遺跡内のいたるところから出土するものの、遺構として確認できているも

のは非常に少ない。出土遺物の様相から遅くとも弥生時代中期には居住域として定着するようで、城

ノ内遺跡から荒井遺跡北部付近にかけて集中する傾向が今のところみられ、中期初頭から中期前半の

遺物も比較的多く出土している。

竪穴住居出土資料は栗林式土器の中でも古い段階に属するものが多く、今回検出された1号住居跡

出土資料(第10図)も古い様相を呈する。

71号土坑(註1)出土資料(第12図)は、器形や文様構成から栗林式土器とすることに多少の違和

感を覚えるが、壷におけるハケ整形と聾への櫛描文採用など、栗林式土器の指標となる要素がとり込

まれていることから、現段階では栗林式土器の範疇として理解しておく。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺構は城ノ内遺跡では確認されておらず、その中心は町

浦遺跡や灰塚遺跡、生仁遺跡など、屋代遺跡群内でも東側一帯に展開しているものとみられる。

2　古墳時代

再び集落を築き始めるのは5世紀になってからとなる。 5世紀から6世紀にかけての遺構は隣接す

る大境遺跡でも確認することができ、町浦遺跡でも4世紀以降継続して集落が営まれていることから、

この時期に集落が拡大している。

11号住居跡は一辺約8mを測り、出土遺物の様相から5世紀前半を想定している。通常5m前後

を測る同時期の住居と比較すると突出して大きな住居となることから、集落の中心的な役割を果たす

住居(施設)と考えられ、床面から僅かに浮いた位置から多量の土器片とともに勾玉や管玉、白玉(第

30図47へ49)など玉製品も出土している。土器は破片となって出土しているものが多く、特に高杯は

杯部と脚部とが接合するものが少ないため、意図的に破却し住居内に廃棄している可能性もある。
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古墳時代の遺構は、束1区から束2区にかけてと、西2区と西3区など調査区北半に集中しており、

束3区や西1区など調査区南半では古墳時代の竪穴住居跡は皆無となる。

3　奈良・平安時代

集落規模は7世紀に一旦縮小するものの、 8世紀に入るとまた徐々に数を増し、 9世紀には再び大

集落を形成するようになる。

上信越自動車道建設工事や国道403号土日バイパス建設工事に伴う町浦遺跡での発掘調査では多く

の掘立柱建物跡が確認されており、国府木簡や郡府木簡など特殊遺物の出土から、周辺に古代官衛の

存在が想定されている。時期的には7世紀末から8世紀前半があてられているが、屋代遺跡群では当

該期遺構が減少期となることから集落形成に不明な点が多い。

9世紀に入ると集落は飛躍的な拡大をみせ、屋代遺跡群内のどの地点でも普遍的に検出することが

できる。その背景には埴科郡衛としての行政機能が当該地にあり、多くの集落(ムラ)が周辺に築か

れたものと推測する。それぞれの集落単位を明確にすることはできていないが、数十棟を一つの単位

とする集落がいくつも点在していたことがうかがえよう。

仁和4 (888)年に千曲川流域の居住域や水田域などを飲み込む大洪水が発生しており、大境遺跡

や荒井遺跡などでこの洪水に伴うとみられる砂質土を確認することができる。

城ノ内遺跡でも少なからずその被害を受けたものと思われるが、西1区に僅か数c皿の薄い洪水砂層

の堆積が認められる程度で、この砂質土を覆土とする遺構は検出されていない。

この洪水の影響からか、屋代遺跡群は居住地としての機能を著しく低下させた地域となるようで、

10世紀代の遺構はほとんど検出できなくなり、その後再び居住域として開拓され、定着し始めるのは

11世紀以降になってからとなる。

4　中世

幅4m以上を測り、深さが2mを超える規模の大きな溝跡が、城ノ内遺跡のいたるところで確認

されている。断片的な調査によるものではあるがその様相から居館の堀跡を想定しており、堀跡内部

から出土する遺物の様相により概ね13世紀初頭以降の遺構となる。今回調査でも居館堀跡とみられる

溝跡が2基(3号・ 12号)検出されており、周辺調査での溝跡と符合する可能性が高い。

調査区全域にわたって検出されている直径1m前後の円形土坑は、覆土が暗灰色の粗い砂質土を

呈するものと明灰黄色粘質土を呈するものとがあり、中世遺構として認識した土坑41基の内、 22基が

この様相に属する土坑である。この22基の円形土坑については、遺構確認面から1m以上を掘削し

ても底面が確認できず、また、円柱状に掘られるその様相から井戸跡を想定しており、城ノ内遺跡の

ほか周辺の遺跡でも検出されている遺構である。内部から遺物が出土する例はあまりなく時代を断定

することが難しいが、 42号土抗から天目茶碗が出土しているほか、いくつかの土抗から内耳鍋やカワ

ラケ、陶磁器の破片が出土しており、古墳時代や平安時代の遺構を破壊して構築されていることから

当該地では最も新しい時代の遺構の一つとなる。居館堀跡が検出される周辺に多く確認できるため居

館との関連も考えられるが、今後検討が必要な遺構の一つと言える。

このほか、覆土は黒褐色シルト質土を呈し、長方形や不整方形の平面形をもつ土抗も確認されてい

る。深さは20へ30c皿を測り、 24号土坑から開元通宝、 26号土抗から皇宋通宝、 28号土抗から至和元宝

の、いずれも北宋銭が1枚ずつ出土している。当初、墓跡を想定したが骨片や副葬遺物など墓跡を確

証できる遺物の出土はなく、用途不明な遺構である。
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5　城ノ内遺跡周辺の遺構分布状況

今回の調査地周辺では、過去数度にわたる発掘調査が実施されてきており、検出された遺構は膨大

な数に及んでいるが、遺跡全体からすれば僅かな面積が調査されたに過ぎず全容解明に十分な内容と

は言い難い。しかしながら、これまでの調査成果により各時代の集落形成の傾向を捉えることができ

つつあることから、ここでは各時代の遺構分布状況を概観してみたい。

第102図は、城ノ内遺跡に荒井遺跡、大境遺跡、松ケ崎遺跡を含めた遺構分布状況である。各調査

とも竪穴住居跡を中心に出土遺物や重複関係などで時代を特定できた遺構、あるいはその時代を特徴

づける遺構のみを抽出した。本来であれば各時代の時期差を考慮した分類も必要となるが、それぞれ

の時代の集落形成を識別することに主眼を置いたため、細かな時期差による区別はおこなわなかった。

弥生時代　　検出された遺構の大半が中期の遺構で、城ノ内遺跡と荒井遺跡、大境遺跡で計十数棟が

検出されている。後の時代の構築物に破壊されていることも考えられるが、竪穴住居跡は点々として

おり、どういった規模で集落を形成したかまでの把握はできていない。

竪穴住居跡以外では土抗や溝跡など小規模遺構が検出されており、特に、長野県埋蔵文化財センター

が実施した国道403号土日バイパス調査地点(以後「県埋文調査地点」とする。)では、多くの中期土

抗が検出されている。

古墳時代　　5世紀と6世紀を中心とする遺構が城ノ内遺跡北側から大境遺跡にかけて集中し、また、

城ノ内遺跡西端や荒井遺跡など、旧河道縁辺部に沿って数棟の竪穴住居跡が確認されている。この場

所は周囲より僅かに高地となることから居住適地として選択されたようであるが、南方への集落の進

出はみられず、町浦遺跡などさらに東方へ展開していく。

奈良・平安時代　　最も多くの遺構を検出している時代であり、 9世紀代の竪穴住居跡が8割近くを

占め、残りが7世紀一8世紀の竪穴住居跡となる。 10世紀以降の竪穴住居跡は今のところ確認されて

いない。古墳時代集落が中心となる地域と、奈良・平安時代集落が中心となる地域とが、城ノ内遺跡

の中央付近から分かれる状況がみてとれる。

中　　世　　大境遺跡で検出された溝跡(註2)は幅10mを超える。明治21年の地籍図にみられる地

割を参考にすると、今回調査3号溝跡と同一の溝跡となる可能性が高く、さらに広範囲に展開してい

く様相も考えられることから、大規模居館(④)となることが予想される。このほか、県埋文調査地

点から今回調査12号溝跡を経由して西側へ直線的に伸びる堀跡(⑧)にみられるように、単に方形区

画によるものだけでなく、 ④の周囲を防御する役割を果たす堀の配置がなされていたとも考えられ、

これらが一体となった　``城館’’の様相を推測することができる。

戦国期の地方豪族「屋代氏」の居城は、城ノ内遺跡から2kmほど南の一重山に築かれた屋代城で

ある。 15へ16世紀の構築とされる屋代城の築城以前に、この城ノ内地籍において居館(屋代古城)が

築かれていたとされている。明治21年の地籍図地割や発掘調査成果などから、 ④と⑧の一帯がこの屋

代古城となる可能性が高いものと言え、県埋文調査地点で土橋を想定し得る幅3mほどの堀の断絶

部が検出されている点は非常に興味深い。

荒井遺跡から松ケ崎遺跡にかけての一帯には、地籍図の地割などから3箇所の居館跡(⑥・ ◎、ほ

か)の存在が想定されており、 ⑥については発掘調査により方形に区画された幅4へ5mの溝跡が

検出され、地割が示していたとおり約50m四方の居館跡の存在が把握できた唯一の地点となっている。

◎ともう1箇所の居館推定地は、発掘調査による立証はされていない。
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6　東京教育大学発掘調査地点の特定

昭和32年から35年の4年間にわたって実施された東京教育大学(現在の筑波大学)による城ノ内遺

跡の発掘調査(以後「教育大調査」とする。)は、当時の更埴市において初めておこなわれた本格的

な発掘調査であり、同大文学部の木代修一教授と岩崎卓也氏を中心に、東京都や神奈川県などの学校

教諭と東京教育大学生のほか、地元小中学校及び高等学校の教諭や生徒の協力を得て実施した学術調

査である。調査は夏休み期間中におこなわれ、古墳時代から平安時代の竪穴住居跡19棟をはじめ、溝

跡や土坑、集配遺構など多くの遺構が検出されている。

この調査の成果としてまとめられ刊行された報告書『城の内』では、主に竪穴住居跡から出土した

土器様相により第1様式から第6様式に編年されるなど、当時、古墳時代の集落研究や土器編年研究

の基礎資料として大変重要な調査であったが、報告書に掲載された調査位置図や文章から正確な調査

地点を読み解くことができず、城ノ内遺跡内のどの場所を調査したかという、調査地点の特定が長い

間できずにいた。

教育大調査地点確認までの経過　　城ノ内遺跡は、過去の調査事例等から地表下約1 mで遺構確認

面としている黄褐色シルト質土が検出され、この上部に暗褐色を呈するシルト質の遺物包含層が15へ

20c皿ほど堆積する状況が判明している。今回の調査においてもこれに基づいて掘削を進めることとし

て着手したが、束1区の表土掘削を開始して間もなく、地表直下から遺構確認面付近にまで達する撹

乱土壌が広範囲に認められた。

今回の調査での遺構検出作業については、第1章第2節の中でもふれたとおり、バックホーによる

表土掘削を遺物包含層上面で止め、残りを手作業により掘り下げていく手順をとったが、遺物包含層

として残っていたのは調査区北端の僅かな部分のみであり、そのほとんどは先述した撹乱土壌による

ものであった。その範囲は、調査区北端付近から南へ約20mの間一帯と、そこから6mほど南側に

離れた調査区中央から西寄りに約5mの範囲におよぶもので、この部分は、遺構検出時においても

細かな遺物を僅かに含んだ暗褐色シルト質土と黄褐色シルト質土が混在し、部分的に焼土や粘土がブ

ロック状に混入する不安定な土壌であった。そこで、この調査区では遺構確認面までバックホーで掘

削し、遺構検出作業をおこなうこととした。

2号住居跡と3号住居跡の検出は容易におこなえたが、双方

の住居跡間は遺構確認面が検出されず、撹乱土壌に覆われてい

たことから、一帯は後世に破壊を受けた場所と認識して当初は

調査対象から除外していた。しかしながら、 2号住居跡と3号

住居跡の覆土の様相がこの撹乱土壌に類似し、さらに2号住居

跡の調査を進める中で、柱穴内から「Ⅵ」と書かれた長さ10c皿

程度の河原石と、 「藤井」と書かれた軍手が一緒に出土(註3)

したことから、 2号住居跡や3号住居跡の覆土や周辺に広がる

撹乱土壌は以前に何らかの形で掘削(調査)を受け、その後埋

め戻されたものであると推測するに至った。

そこで、撹乱土壌内部の状況を確認するためのトレンチを設

定して調査をおこなったところ、明瞭な掘り込みや遺構などは

検出できなかったものの、東西に設けたトレンチの約30c皿下部
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で焼土の散布が認められ、その脇から、少々読みにくいが「1960.8/15教育大」と書かれた長さ17cm

程の細長い河原石が出土した。

これを受け、城ノ内遺跡での過去の調査歴を確認した結果、周辺が教育大調査地点である可能性が

高くなった。

出土資料の検証と調査地点の特定　　まず、 2号住居跡柱穴内から出土した「Ⅵ」石であるが、この

「Ⅵ」は教育大調査6号住居址(註4)を示しているとみることができ、規模や形状、柱穴の位置、壁

溝の有無まで2号住居跡とほぼ同一である。また「藤井」軍手は、教育大調査に調査員として参加し

ていた藤井功氏(当時、東京都立羽田工業高校教諭)の所有物であったと推測できる。ただし、 6号

住居址は昭和33年度に調査されているが、この年の調査に藤井功氏が参加していたかどうかは定かで

ない。

次に、トレンチ内から出土した「1960.8/15教育大」石についてであるが、昭和35 (1960)年は調

査最終年度であり、報告書によれば、この年の調査期間は8月5日へ16日と記されている。このこと

から、この石は昭和35年8月15日に発掘調査現場に遺された石と考えることができよう。

第103図は、教育大調査地点の平面図に今回の調査地点平面図を重ね合わせたものである。

教育大調査地点の平面図には座標が記されていないため座標上での照合は不可能だが、 2号住居跡

から出土した「Ⅵ」石の存在から、 2号住居跡と教育大調査6号住居址が同一の遺構と仮定しこれを

基準とした。また、方位についても教育大調査とでは差異が生じているが、図中には今回調査の方位

を記載した。

測量技術や方法の違いから若干のズレがあるものの、 3号住居跡が教育大調査12号住居址となり、

1号土塊は教育大調査5号住居址の北東隅にあたると考えられる。この他、 8号住居跡が教育大調査

16号住居址に、その南側に広がる焼土とピットからなる範囲が9号住居跡に、それぞれ相当すると思

われる。そして「1960.8/15教育大」石は、その出土地点から、昭和35年度に調査された教育大調査

黒色二教育大調査平面図

赤色=今回調査平面図

第103図　教育大調査地点と今回の調査地点(1 : 300)
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7号住居址内に遺されたものであると想定することができる。

調査範囲や期間の制約、調査当初の認識不足により、当時おこなわれた発掘調査の全容を明らかに

するまでには至らなかったが、遺構の配置や、約半世紀ぶりに出土した　``遺物’’から、この場所が教

育大調査地点であることはまず間違いないと言え、教育大調査地点を特定するに至った。

最後に　今回の調査は道路の拡幅工事に伴うものであり、この道路の両側をトレンチ状に発掘調査し

たものであったが、国道18号から屋代工業団地内入る主要道路として、また国道403号土日バイパス

が接続している関係もあって非常に交通量が激しい場所である。そのため発掘調査中の安全監理には

特に気を遣ったが、調査期間中は事故もなく、無事発掘調査を終了できたことは幸いであった。この

ような環境の中、発掘調査に従事された皆様には心より感謝申し上げる次第である。

調査遂行に際して、重機の手配から運用に係る一切と、調査期間中の安全面については㈱武田組に

ご尽力を賜り、また、調査地に隣接する地権者の皆様並びに、中沢製作所、サクラ精機㈱、長野電子

工業㈱の関係諸氏には、埋蔵文化財保護に対する深いご理解とご協力を頂戴した。

末筆ながら、発掘調査から整理調査、調査報告書刊行に至るまで、あらゆる面でご指導とご協力い

ただいた多くの関係機関・諸氏に対し御礼申し上げ、本調査のまとめとする。

註

1) 71号土抗の覆土は、やや粘りのある明黄褐色シルト質土を呈しており、一見すると遺構確認面とした土

壌との区別がつかない。 71号土坑の場合、遺構検出作業時や46号住居跡(古墳時代)壁面から遺物がある

程度まとまって出土したことから、その周辺を精査した結果遺構の存在を認識することができたが、遺物

が出土しなかった場合は見過ごしてしまっていた可能性が高い。

当該地の弥生時代遺構の覆土は暗灰褐色シルト質土を基本とするため遺構の検出が比較的容易であるが、

これとは異なる覆土となることから平面観察での判別が難しく、また遺構の重複が著しい地域だけに存在

を確認できていない弥生時代の遺構も相当数あるものと思われる。これまでの調査において弥生時代の遺

物の多くが検出面、もしくは遺構外の出土遺物として処理されている現状を考えると、遺構の検出に際し

ては十分な注意が必要である。

2)調査は大境遺跡として実施し報告されているが、この溝跡が検出された場所は実際には城ノ内遺跡の範

囲内となる。

3) 2号住居跡の柱穴内から出土した「Ⅵ」と書かれた石と「藤井」と書かれた軍手については、調査担当

者のミスにより紛失してしまい写真等の記録もない。 2点とも黒いサインペンのようなもので書かれてお

り、軍手は左右のどちらかは不明ながら角張った大きな字で書かれていたと記憶している。もう片方の軍

手は出土していない。

4)今回の調査で検出された竪穴住居遺構には「跡」の字を用いたが、東京教育大学『城の内』報告書では「址」

の字を使用している。そのため、本文中でそれぞれの調査の遺構名を記載する場合、遺構名表現に違った

字を用いる形となってしまっているが、混乱を避け双方を区別するために、東京教育大学の調査で検出さ

れた竪穴住居遺構については遺構名の前に“教育大調査’’を冠した上で、調査報告書掲載のまま「址」の

字を使用した。
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2号住居跡

6号住居跡

10号住居跡カマド遺物出土状況

12号住居跡

1号掘立柱建物跡

18号住居跡
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